
主な内容
●由布市総合計画の策定作業を開始しました
●平成25年度 市の決算状況をお知らせします
●平成27年度 保育所（園）入所（園）のご案内
10月27日、阿南幼稚園と阿南小学校５年生の合同で芋掘りが行わ
れました。
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よ
っ
こ
い
し
ょ
！



ト
ラ
ク
タ
ー
や

コ
ン
バ
イ
ン
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
へ

市政ニュース

由
布
市
総
合
計
画
の
策
定
作
業
を
開
始
し
ま
し
た
！

　
由
布
市
で
は
、
平
成
28
年
か
ら
10
年
間
の
市
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
、
第
2
次
総
合
計
画
の
策
定
作
業
を
始
め
ま
し
た
。

～
軽
自
動
車
税
の
申
告
の
お
願
い
～

　

農
耕
用
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン

バ
イ
ン
等
で
乗
用
装
置
が
あ
り
、

最
高
速
度
35
㎞
／
ｈ
未
満
の
も

の
は
、
農
耕
用
の
小
型
特
殊
自

動
車
と
な
り
、
軽
自
動
車
税
の

申
告
を
し
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
を
付
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
所
有
し
て
い
る
こ
と
に
基
づ
い
て
課

税
さ
れ
ま
す
の
で
、
公
道
を
走
ら
な
い
（
田
ん
ぼ

や
畑
で
し
か
使
用
し
な
い
）
場
合
で
も
、
必
ず
申

告
を
し
て
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

●
農
耕
用
小
型
特
殊
自
動
車
税
額
…
年
間
１
，６
０
０
円
／
1
台

　
※
毎
年
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

●
申
告
の
方
法
…
所
有
者
、
使
用
者
の
方
の
印
鑑
と
車
名
、
車
台
番
号
が
わ
か

る
書
類
を
お
持
ち
の
上
、
庄
内
庁
舎
税
務
課
、
ま
た
は
挾
間
・
湯
布
院
振
興

局
地
域
振
興
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
在
お
持
ち
の
ト
ラ
ク
タ
ー
等
に
つ
い
て
、
軽
自
動
車
税
を
納
め
て
い

る
が
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
な
い
と
い
う
方
は
、
新
し
い
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
税
務
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
税
務
課
（
庄
内
庁
舎
）

　
☎
０
９
７–

５
８
２–

１
１
１
１
（
内
線
１
４
６
）

　
第
1
次
総
合
計
画
は
、
平
成
17
年
に
3
町
合
併
し
た

直
後
に
策
定
し
た
も
の
で
、
「
融
和
・
協
働
・
発
展
」

を
基
本
理
念
と
し
て
、
施
策
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
来
年
の
10
月
で
、
由
布
市
は
合
併
か
ら
10
年
を
迎
え

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
10
年
、
ど
の
よ
う
な
由
布
市
を
目

指
す
の
か
、
あ
ら
た
め
て
見
直
す
時
期
に
来
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
平
成
27
年
度
に
第
2
次
総
合
計
画
の
策

定
を
目
指
し
ま
す
。
職
員
だ
け
で
な
く
市
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
由
布
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
7
月
か
ら
現
在
ま
で
、
新
し
い
総
合
計

画
の
策
定
の
た
め
、

★
「
由
布
市
総
合
計
画
審
議
会
」

★
「
策
定
委
員
会
」

★
「
策
定
委
員
会
幹
事
会
」

★
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
会
議
」

★
「
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
会
議
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
8
月
に
は
、「
由
布
市
民
意
識
調
査
」
を
実
施
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
回
の
計
画
づ
く
り
で
は
、
ト
ー
タ
ル

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
九
州
大
学
決
断
科
学
セ

ン
タ
ー
の
高
尾
忠
志
准
教
授
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
総
合
計
画
の
内
容
や
方
向
性
に
対
し
て
専
門
的
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
新
た
な
総
合
計
画

の
内
容
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
交
え
て
将
来
の
由
布
市
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
随
時
、
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

総合計画とは、
由布市が将来

進むべきまちづくりの方
向性を見定め、

取り組んでいくための
指針となるもの

だよ！

ワーキンググループ会議
　分野別に議論をしていくためのグ
ループです。来年からは、市民の方
も一緒になって議論を進めていく予
定です。

由布市総合計画審議会
　総合計画の主な内容を審議するた
めの会です。市長から委嘱された13
人の市民の皆さんと学識経験者で構
成されています。

策定委員会
　副市長、教育長、各部長および学
識経験者で構成されます。審議会へ
の諮問・答申等を踏まえて総合計画
案を練る市役所内の決定機関です。

策定委員会幹事会
　各課長および学識経験者で構成さ
れます。策定委員会で作られる総合
計画案を、事前に検討・協議する機
関で、プロジェクトチーム会議から
の総合計画素案を検討・協議します。

プロジェクトチーム会議
　選抜された職員で構成され、総合
計画の全体の内容を議論していくた
めの会議です。

▲産業振興ワーキンググループ会議

▲第 1 回審議会

▲プロジェクトチーム会議

▲教育・子育て・文化ワーキンググループ会議

ト
ラ
ク
タ
ー
や

コ
ン
バ
イ
ン
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
へ

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
の

対
象
者
が
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す

　
平
成
26
年
１
月
か
ら
、
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
の
対
象
と
な
る
方
が
拡
大
さ
れ
、

事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
ま
た
は
山
林
所
得
を
生
ず
べ
き
業
務
を
行
う
す
べ
て
の
方

（
所
得
税
の
申
告
の
必
要
が
な
い
方
も
含
ま
れ
ま
す
）
は
、
売
り
上
げ
な
ど
の
収
入
金

額
、
仕
入
れ
や
経
費
に
関
す
る
金
額
等
を
帳
簿
に
記
載
し
、
そ
の
帳
簿
や
取
引
に
係
る

請
求
書
・
領
収
書
な
ど
の
書
類
を
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（

w
w

w
.nta.go.jp

）

の
「
個
人
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
方
の
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
に
つ
い
て
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
税
務
署
が
実
施
す
る
「
記
帳
説
明
会
」
等
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
税
務
署

の
所
得
税
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
税
務
課（
庄
内
庁
舎
）☎
０
９
７–

５
８
２–

１
１
１
１（
内
線
１
４
５
）

固
定
資
産
税
の
現
況
調
査
に
つ
い
て

　
固
定
資
産
税
の
適
正
な
課
税
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
現
況
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
況
調
査
と
は
、
市
内
の
土
地
の
状
況
（
田
、
畑
、
宅
地
、
雑
種
地
等
）
や
家
屋
の

新
築
、
増
築
、
取
り
壊
し
な
ど
を
調
査
す
る
こ
と
で
す
。

　
調
査
を
行
う
職
員
は 

「
固
定
資
産
評
価
補
助
員
証
」
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。
使
用

状
況
な
ど
を
質
問
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

●
お
願
い　
次
の
よ
う
な
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

１
．
土
地
の
使
用
状
況
を
変
更
し
た
場
合

２
．
家
屋
を
新
築
、
増
築
、
取
り
壊
し
た
場
合
（
年
内
に
大
分
地
方
法
務
局
で
登
記

を
行
う
場
合
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

３
．
家
屋
の
用
途
を
変
更
し
た
場
合
（
例
え
ば
、
店
舗
か
ら
住
宅
に
、
住
宅
か
ら
店

舗
に
用
途
を
変
更
し
た
場
合
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ　
税
務
課
（
庄
内
庁
舎
）

　
☎
０
９
７–

５
８
２–

１
１
１
１
（
内
線
１
３
９
・
１
４
１
・
１
４
３
）

●問い合わせ　総合政策課企画調整係（庄内庁舎） ☎097−582−1111（内線226）

23 2014.11　市報ゆふ 市報ゆふ　2014.11



市政ニュース

9
月
の
定
例
市
議
会
に
お
い
て
、
由
布
市
の
平
成
25
年
度
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。  

会計別決算状況
会　　計　 歳　　入 歳　　出

一 般 会 計 179 億 7,264 万円 171 億 8,348 万円
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 46 億 7,482 万円 43 億 6,362 万円
介 護 保 険 特 別 会 計 38 億 5,713 万円 37 億 8,957 万円
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 4 億 1,667 万円 4 億 1,528 万円
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 2 億 4,826 万円 2 億 3,548 万円
農業集落排水事業特別会計 9,507 万円 9,402 万円
健 康 温 泉 館 事 業 特 別 会 計 1 億 3,177 万円 1 億 3,055 万円

会　　計　 収　　入 支　　出

上 水 道 事 業
収 益 的 4 億 7,725 万円 5 億 2,285 万円
資 本 的 4 億 2,485 万円 5 億 2,193 万円

平成25年度 平成24年度

歳 入 総 額 179 億 7,264 万円 170 億 2,239 万円

歳 出 総 額 171 億 8,348 万円 160 億 6,768 万円

差 引 額 ７億 8,916 万円 ９億 5,471 万円
差引額の内、翌年度
へ 繰 越 す べ き 財 源 1 億 3,213 万円 1 億 3,269 万円

実 質 収 支 ６億 5,702 万円 8 億 2,202 万円

農林水産業費
4.5％

議会費
1.1％

歳 入

市税
21.9%

地方交付税
32.3%

譲与税・交付金
3.7%

国庫支出金
11.3%

依存財源
69.3%

県支出金
8.3%

自主財源
30.7%

分担金および負担金
2.7%

繰越金
3.0%

市債
13.7％

諸収入など
3.0%

歳 出
（目的別）

民生費
31.4％

総務費
12.7％

その他
2.8％

公債費
10.8％

衛生費
7.9％

消防費
5.2％

教育費
15.6％

商工費
1.1％

　
歳
入
・
歳
出
と
も
に
平
成
24
年
度
よ
り
増
加
し
て
お
り
、
実
質
収
支

は
６
億
５
，
７
０
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
の
円
グ
ラ
フ
を
見
て
み
る
と
、
市
の
自
主
的
な
収
入
（
税
金
や

分
担
金
な
ど
）
よ
り
国
・

県
支
出
金
や
地
方
交
付
税

な
ど
の
依
存
的
な
収
入
の

占
め
る
割
合
が
大
き
い
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

　
健
全
化
判
断
比
率
は
、
自
治
体
の
財
政
破
た
ん

を
未
然
に
防
ぐ
目
的
で
算
定
す
る
財
政
指
標
で
す
。

指
標
の
う
ち
１
つ
で
も
「
早
期
健
全
化
基
準
」
以

上
に
な
る
と
自
主
的
な
財
政
健
全
に
努
め
る
こ
と

に
な
り
、
「
財
政
再
生
基
準
」
以
上
に
な
る
と
健

全
化
に
向
け
、
国
の
管
理
下
に
置
か
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
歳
出
の
円
グ
ラ
フ
は
目
的
別
に
支
出
し

た
お
金
を
ま
と
め
て
お
り
、
民
生
費
や
教

育
費
、
総
務
費
の
占
め
る
割
合
が
大
き
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
民
生
費
は
、
福
祉
分
野
に
使
わ
れ
る
経

費
で
あ
り
、
介
護
予
防
事
業
や
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
、
児
童
手
当
の
支
給
等
を

行
い
ま
し
た
。

　
教
育
費
は
、
学
校
や
社
会
教
育
等
に
関

係
す
る
経
費
で
あ
り
、
湯
布
院
中
学
校
・

挾
間
中
学
校
の
建
設
や
挾
間
小
学
校
・
阿

南
小
学
校
の
耐
震
改
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
総
務
費
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
行
や
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
に
加

え
、
移
住
定
住
の
推
進
を
目
的
に
空
き
家

の
実
態
調
査
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
公
債
費
は
、
市
の
借
金
を
返
済

す
る
経
費
で
あ
り
、
平
成
25
年
度
末
の
残

高
は
約
１
９
５
億
９
千
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
他
の
目
的
別
の
主
な
経
費
は
次
頁

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

 

一
般
会
計
の
決
算
状
況

健
全
化
判
断
比
率

～
用
語
解
説
～

・
実
質
収
支
…
歳
入
と
歳
出
の
差
引
額
か
ら
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
除
い
た
額

・
実
質
赤
字
比
率
…
標
準
的
な
収
入
に
対
す
る
一
般
会
計
の
赤
字
額
の
比
率

・
連
結
実
質
赤
字
比
率
…
標
準
的
な
収
入
に
対
す
る
全
会
計
の
赤
字
額
の
比
率

・
実
質
公
債
費
比
率
…
標
準
的
な
収
入
に
対
す
る
実
質
的
な
公
債
費
の
比
率

・
将
来
負
担
比
率
…
標
準
的
な
収
入
に
対
す
る
将
来
負
担
す
べ
き
負
債
等
の
比
率

・
資
金
不
足
比
率
…
一
般
会
計
以
外
の
会
計
で
資
金
不
足
が
生
じ
た
場
合
に
表
示
さ
れ
る
比
率

由布市の数値は、全ての指標
において、財政悪化の基準未
満であり、前年度の数値より
もさらに良くなっているよ。

決算は、平成25年４月１日から平成26年
３月31日までの間に市に入ったお金と市
が使ったお金をまとめたものなんだ。

ゆーふー

健全化判断比率の
各指標

由布市の数値
（　）内は平成24年度の数値

早期健全化基準
（⑤は経営健全化基準） 財政再生基準

①実質赤字比率 　　―（ ― ） 13.25％〜 20.0％〜
②連結実質赤字比率 　　―（ ― ） 18.25％〜 30.0％〜
③実質公債費比率 　　　　　　7.0%（7.2％） 25.0％〜 35.0％〜
④将来負担比率 　　　　21.6%（40.6％） 350.0％〜
⑤資金不足比率 　　―（ ― ） 20.0％〜

一般会計の実質収支

※ーは赤字額や資金不足がないことを示します。

財政健全 財政悪化

土木費
6.9％

平
成
25
年
度

市
の
決
算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
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平成25年度の目的別の主な経費
民生費
保育所活動推進事業 10 億 8,535 万円
自立支援事業 ６億 3,854 万円
児童手当事業 ５億 2,872 万円
高齢者生活支援事業 7,503 万円
教育費

中学校施設整備事業 12 億 7,812 万円
小学校施設整備事業 5,231 万円
スポーツ施設管理事業 4,216 万円
スクールバス運行事業 3,119 万円

総務費
行政事務情報化推進事業 9,140 万円
コミュニティバス運行事業 4,461 万円
自治会活動促進事業 2,667 万円
地域情報発信事業 2,239 万円

衛生費
子ども医療費助成事業 9,235 万円
予防接種推進事業 7,076 万円
妊婦健康診査事業 1,857 万円
合併処理浄化槽設置推進事業 3,929 万円
土木費

道路新設改良費 ５億 7,806 万円
都市公園整備事業 １億 4,385 万円
公営住宅整備促進事業 6,717 万円

消防費
消防庁舎建設事業 ２億 2,442 万円
災害対策環境整備事業 6,756 万円
緊急自動車購入事業 1,966 万円

農林水産費
農地・水・環境保全向上対策事業 3,174 万円
鳥獣害防止特別対策事業 1,626 万円
地産地消推進事業 1,318 万円

商工費
商工振興活性化事業 4,514 万円
地域イメージ向上対策事業 3,380 万円
観光振興整備事業 2,899 万円

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
と
６
つ
の
特

別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
の
決
算
審
査

で
は
、
証
拠
書
類
の
整
備
状
況
、
計
数

の
正
確
性
、
財
産
や
基
金
の
管
理
状
況

な
ど
に
つ
い
て
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
決
算
書
表
示
の
計
数

は
的
確
に
処
理
さ
れ
、
基
金
に
つ
い
て

も
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
を
み
る
と
、
近
年
、

教
育
施
設
の
耐
震
工
事
を
継
続
的
に
行

っ
て
い
て
、
本
年
度
は
そ
れ
に
加
え
て

保
育
所
な
ど
の
福
祉
施
設
の
更
新
工
事

を
実
施
し
た
た
め
に
、
国
県
か
ら
の
支

出
金
収
入
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市
債
の
発
行
額
も
大
き
く
、
歳
入

総
額
は
前
年
度
に
比
べ
て
増
加
し
て
い

ま
す
。
一
方
、
歳
出
は
、
各
種
施
設
の

更
新
工
事
な
ど
の
投
資
的
な
事
業
を
積

極
的
に
実
施
し
た
こ
と
や
、
基
金
へ
の

積
み
立
て
を
増
額
さ
せ
た
こ
と
か
ら
、

歳
出
総
額
も
歳
入
総
額
と
同
様
に
、
前

年
度
に
比
べ
て
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
度
の
決
算
審
査
で
は
、

法
令
順
守
や
使
用
料
等
の
収
納
対
策
、

市
内
へ
の
経
済
波
及
効
果
な
ど
、
い
く

つ
か
の
事
例
を
着
眼
点
と
し
て
掲
げ
て
、

職
員
の
聴
き
取
り
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
結
果
と
し
て
、
特
に
使
用
料
な
ど
の

収
納
対
策
に
は
、
改
善
策
が
必
要
で
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

次
に
、
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
、

合
併
以
来
右
肩
下
が
り
で
あ
っ
た
有
収

率
が
72
．3
％
と
、
わ
ず
か
で
す
が
改
善

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
72
．3

％
と
い
う
数
値
は
県
内
自
治
体
の
中
で

も
非
常
に
低
い
も
の
で
、
依
然
と
し
て

経
営
に
多
大
な
損
失
を
与
え
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
有
収
率
の
向
上

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
対
策
を
講
じ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
安
全
な

水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
に
は
、
紫
外

線
処
理
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
高
機
能
施

設
・
設
備
へ
の
更
新
が
必
要
で
、
由
布

市
で
も
巨
額
の
投
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
減
価
償
却
負
担
の
増
加
が
将
来
的

に
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
、
経
費
節
約
程

度
の
措
置
で
は
経
営
が
改
善
に
向
か
う

と
は
思
わ
れ
ま
せ
ん
。
有
収
率
の
改
善

や
未
収
金
の
圧
縮
な
ど
に
真
摯
に
取
り

組
む
こ
と
を
前
提
と
し
て
の
、
水
道
料

金
改
定
の
検
討
を
促
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
平
成
25
年
度
の
定
期
監
査

や
例
月
出
納
検
査
の
各
種
監
査
な
ど
を

通
し
て
、
由
布
市
の
事
務
事
業
を
推
進

す
る
職
員
の
、
法
令
に
対
す
る
理
解
度

に
差
異
を
感
じ
ま
し
た
。
法
令
の
精
神

に
則
り
、
各
種
の
事
務
執
行
に
反
映
さ

せ
る
能
力
の
向
上
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
収
納
に
係
る
法
的
対
処
の
研

修
な
ど
、
専
門
性
に
富
ん
だ
研
修
会
の

開
催
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
老
朽
化
し
た
道
路
や
施
設
な

ど
の
更
新
は
避
け
ら
れ
ず
、
限
ら
れ
た

財
源
や
人
員
を
活
か
す
、
小
さ
い
自
治

体
な
ら
で
は
の
知
恵
を
求
め
て
、
決
算

審
査
の
む
す
び
と
し
ま
す
。

決
算
審
査
を
終
え
て  

由
布
市
監
査
委
員 

土
屋　

誠
司

新
井　

一
徳

◀湯布院中学校（平成25年８月完成）

皆さんが
市に納めた税金は
78,779円

皆
さ
ん
の
た
め
に
使
わ
れ
た
費
用
は

総務費
31,976円

民生費
79,731円

衛生費
20,646円

農林水産業費
4,289円

商工費
2,789円

土木費
15,203円

消防費
21,904円

教育費
37,687円

公債費
26,606円

その他
3,828円
平成26年9月末

人口35,605人で算出

市有財産の状況

その他の会計
会計名 予算額 支出済額 率

上水道事業

収益的収入 5億3,718万円 2億5,439万円 47.4%

収益的支出 6億 747万円 1億4,840万円 24.4%

資本的収入 1億9,532万円 1,737万円 8.9%

資本的支出 4億2,107万円 1億2,170万円 28.9%

会計名 予算額 収入済額 率 支出済額 率

国民健康保険 44億8,108万円 22億9,739万円 51.3% 21億5,331万円 48.1%

介 護 保 険 39億9,907万円 20億1,804万円 50.5% 19億1,097万円 47.8%

後期高齢者医療 4億1,744万円 1億3,666万円 32.7% 1億2,247万円 29.3%

簡易水道事業 8億2,894万円 8,081万円 9.7% 1億6,030万円 19.3%

農業集落排水事業 1億 60万円 5,932万円 59.0% 4,626万円 46.0%

健康温泉館事業 1億2,935万円 8,143万円 63.0% 6,035万円 46.7%

市債（市が借りているお金）の現在高見込

225億5,693万円
　市債は道路や学校、水道施設などを
建設する場合などに発行しています。
前年度同期の残高よりも9,113万円増
加していますが、主に、学校施設の耐
震化事業や道路改良事業等に伴う合併
特例債の発行増によるものです。

一 般 会 計 187億5,766万円

上 水 道 事 業 会 計 24億2,045万円

簡 易 水 道 事 業 会 計 6億8,098万円

農業集落排水事業会計 5億9,116万円

健康温泉館事業会計 9,000万円

介 護 保 険 会 計 1,668万円

一時借入金の状況

平成26年9月30日現在、一時借入金
の現在高はありません。

　市では、予算の執行状況や市の財産の内訳などを市民の皆さんに知っていただくため
に、年２回財政状況を公表しています。今回は、平成26年度上半期（平成26年９月30日
現在速報値）の状況についてお知らせします。
　平成26年度の一般会計予算は、当初187億655万円でスタートして、その後の補正で
190億4,125万円となりました。この予算額に対する収入済額は89億516万円（収入率
46.8％）、支出済額は87億1,107万円（執行率45.7％）となっています。

問い合わせ◆財政課財政係（庄内庁舎）  ☎ 097-582-1111（内線 217 〜 219）

平成26年度上半期 財政状況報告

一般会計
●歳入（市に入ってきたお金）

区　分 予算額 収入済額 率

市 税 37 億 5,884 万円 28 億 493 万円 74.6%

地 方 譲 与 税 1 億 9,992 万円 5,423 万円 27.1%

利子割交付金 686 万円 292 万円 42.6%

配当割交付金 736 万円 209 万円 28.4%

地方消費税交付金 4 億 978 万円 2 億 2,706 万円 55.4%

地 方 交 付 税 54 億 8,830 万円 38 億 6,931 万円 70.5%

分担金および負担金 4 億 7,780 万円 2 億 1,097 万円 44.2%

使用料および手数料 2 億 6,407 万円 1 億 3,475 万円 51.0%

国 庫 支 出 金 24 億 899 万円 8 億 5,063 万円 35.3%

県 支 出 金 13 億 7,105 万円 2 億 40 万円 14.6%

繰 入 金 4 億 5,447 万円 ０円 0.0%

諸 収 入 1 億 2,160 万円 3,577 万円 29.4%

市 債 36 億 4,407 万円 ０円 0.0%

そ の 他 4 億 2,814 万円 5 億 1,210 万円 119.6%

合 計 190 億 4,125 万円 89 億 516 万円 46.8%

土　　地 建　　物 出資金 基　　金

26,192,761.86㎡ 173,287.88㎡ 4億393万円 70億2,979万円

●歳出（市が使ったお金）
区　分 予算額 支出済額 率

議 会 費 2 億 440 万円 1 億 1,281 万円 55.2%

総 務 費 29 億 1,167 万円 11 億 3,851 万円 39.1%

民 生 費 57 億 4,228 万円 28 億 3,882 万円 49.4%

衛 生 費 15 億 9,066 万円 7 億 3,510 万円 46.2%

労 働 費 560 万円 560 万円 100.0%

農林水産業費 8 億 6,602 万円 1 億 5,272 万円 17.6%

商 工 費 1 億 8,925 万円 9,931 万円 52.5%

土 木 費 14 億 3,692 万円 5 億 4,129 万円 37.7%

消 防 費 16 億 9,122 万円 7 億 7,989 万円 46.1%

教 育 費 24 億 594 万円 13 億 4,185 万円 55.8%

災 害 復 旧 費 1,740 万円 1,440 万円 82.8%

公 債 費 19 億 3,906 万円 9 億 4,730 万円 48.9%

諸 支 出 金 1,083 万円 347 万円 32.0%

予 備 費 3,000 万円 ０円 0.0%

合 計 190 億 4,125 万円 87 億 1,107 万円 45.7%

●市民１人当たりに
　換算すると…
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滞
納
整
理
強
化
月
間 

～
休
日
納
税
相
談
の
お
知
ら
せ
～

　
由
布
市
で
は
12
月
を
滞
納
整
理
強
化
月
間
と
し
て
、
財
産
の
差
し
押
さ
え
な
ど
滞
納
整
理
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
休
日
納
税
相
談
を
行
い
ま
す
の
で
、
平
日
に
相
談
に
来
ら
れ
な
い
方
は
お
越
し
く
だ
さ
い
。

休
日
納
税
相
談
窓
口

●
日
時　
12
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

●
場
所　
庄
内
庁
舎
３
階　
収
納
課

インターネット公売実施中

　インターネット公売とは、滞納者の財産を売却して税金に充て
るための手続きです。今後も税負担の公平性を図るため随時実施
していきます。詳しくは由布市ホームページをご覧ください。

●11月の公売実施期間（今後も随時実施予定）
参加申込期間：11月18日㈫午後11時まで
入札期間：11月25日㈫午後1時から11月27日㈭午後11時まで

●インターネット公売の場所・方法
ヤフー株式会社が提供するインターネット公売システムを利
用してせり売り形式で行います。

●公売予定物件
※滞納税の完納等により、公売を中止

する場合があります。
・Ｈ26-1-1
 （フォルクスワーゲン　ゴルフワゴン ）     
・Ｈ26-1-2
 （久住高原ゴルフ倶楽部　ゴルフ会員権）

●参加方法詳細
Yahoo！JAPAN官公庁オークション内の由布市のページ
（ http://koubai.auctions.yahoo.co.jp/oit_yufu_
city）で参加申込出来ます。
参加申込、入札方法等は由布市のインターネット公売ご案内
ページ
（ http://www.city.yufu.oita.jp/auction/）

●
問
い
合
わ
せ　
収
納
課（
庄
内
庁
舎
）
☎
０
９
７–

５
８
２–

１
１
１
１
（
内
線
３
０
３
・
３
０
５
）　

　
８
月
分
以
降
の
手
当
を
受
け
る
た
め
に
は
、
現
況
の

届
け
出
が
必
要
で
す

　
８
月
中
の
手
続
き
を
お
願
い
し
て
い
た
児
童
扶
養
手

当
現
況
届
に
つ
い
て
、
ま
だ
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い

方
は
、
速
や
か
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
現
況
届
は
、
受
給
者
の
前
年
の
所
得
の
状
況
と
８
月

１
日
現
在
の
児
童
の
養
育
の
状
況
を
確
認
す
る
た
め
の

届
け
で
す
。
こ
の
届
け
出
を
し
な
い
と
、
引
き
続
い
て

受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
、
８
月
以
降
の
手
当
を
受
給
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
要
な
書
類
を
持
参
の
上
必

ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
11
月
26
日
㈬
ま
で
に
手
続
き
が
な
い
場
合
は
、
12
月

支
給
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
２
年
以
上
未
提
出
の
場
合
は
、
時
効
に
よ
っ
て
受
給

権
が
な
く
な
り
ま
す
。

※
７
月
１
日
以
降
に
新
し
く
認
定
請
求
さ
れ
た
人
は
、

当
年
度
の
現
況
届
の
提
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

●
提
出
方
法

　
現
況
届
は
居
住
地
域
の
庁
舎
窓
口
に
準
備
し
て
い
ま

す
。
７
月
末
に
お
送
り
し
た
『
児
童
扶
養
手
当
現
況
届

等
の
提
出
に
つ
い
て
』
を
確
認
の
上
、
必
要
書
類
を
忘

れ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
用
紙
等
を
な
く
さ
れ
た
方
、
必
要
書
類
が
不
明
な
方

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
家
庭
の
状
況
等
に
つ
い
て
お
聞
き
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
手
続
き
は
必
ず
受
給
者
本
人
が
来
庁
し
て

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
子
育
て
支
援
課
（
湯
布
院
庁
舎
）

　
☎
０
９
７
７–

８
４–

３
１
１
１
（
内
線
３
０
２
）

　
10
月
か
ら
、
福
祉
資
金
貸
付
金
に
父
子
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

●
制
度　
扶
養
す
る
児
童
の
授
業
料
や
入
学
・
通
学
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
、
生
活

資
金
等
の
貸
付
制
度
で
す
。

●
対
象　
父
子
家
庭
の
父
お
よ
び
父
が
扶
養
す
る
児
童

●
貸
付
種
類　
修
学
資
金
、技
能
習
得
資
金
、生
活
資
金
等
12
種
類

●
償
還　
資
金
の
種
類
ご
と
に
一
定
期
間
据
置
後
、
月
賦
、
半
年
賦
、
年
賦
に
よ
る
元

利
均
等
で
の
返
済

　
※
資
金
に
よ
っ
て
は
無
利
子

●
手
続
等　
市
子
育
て
支
援
窓
口
で
相
談
後
、
必
要
な
書
類
を
そ
ろ
え
、
大
分
県
に
提

出
。
県
に
よ
る
審
査
の
後
、
決
定
で
あ
れ
ば
資
金
が
交
付
さ
れ
、
据
置
期
間
終
了
後
、

返
済
が
始
ま
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
子
育
て
支
援
課
（
湯
布
院
庁
舎
）

　
☎
０
９
７
７–

８
４–

３
１
１
１
（
内
線
３
０
２
）

　
本
人
通
知
制
度
は
、
本
人
の
代
理
人
や
第
三
者
に
戸
籍
や
住
民
票
な
ど
を
交
付
し
た

と
き
、
本
人
へ
通
知
す
る
こ
と
に
よ
り
不
正
請
求
の
早
期
発
見
な
ど
、
不
正
取
得
に
よ

る
個
人
の
権
利
の
侵
害
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
事
前
に
登
録
し
て
お
く
と
、
自
分
の
戸
籍
や
住
民
票
が
第
三
者
に
交
付
さ
れ
た
と
き

に
市
役
所
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
」
は
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報
、
津
波
情
報
、

緊
急
地
震
速
報
等
、
対
処
に
時
間
的
余
裕
の
な
い
事
態
に
関
す
る
情
報
を
、
人
工
衛
星

を
用
い
て
国
（
内
閣
官
房
・
気
象
庁
・
消
防
庁
）
か
ら
送
信
し
、
防
災
行
政
無
線
や
防

災
ラ
ジ
オ
を
自
動
起
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
か
ら
直
接
住
民
に
対
し
緊
急
情
報
を
瞬

時
に
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

緊
急
時
に
お
け
る
住
民
へ
の
迅
速
か
つ
確
実
な
情
報
伝
達
に
資
す
る
よ
う
、
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
の
全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
訓
練
日
時　
11
月
28
日
㈮ 

午
前
11
時

●
訓
練
内
容 

「
こ
れ
は
、
テ
ス
ト
で
す
」
と
い
う
国
か
ら
の
配
信
文
が
、
防
災
無
線

お
よ
び
防
災
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
放
送
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
防
災
安
全
課
（
庄
内
庁
舎
）

　
☎
０
９
７–

５
８
２–

１
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
は
お
済
み
で
す
か
？

母
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
に

父
子
が
創
設
さ
れ
ま
し
た

本
人
通
知
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？

「
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
」
の

全
国一斉
情
報
伝
達
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て

●
通
知
対
象
の
証
明
書

　
＊
住
民
票
の
写
し（
除
票
を
含
む
）

　
＊
戸
籍
謄
抄
本（
除
籍
を
含
む
）

　
＊
戸
籍
の
附
票（
除
附
票
を
含
む
）

●
通
知
内
容

　
＊
証
明
書
の
交
付
年
月
日
と
種
別

　
＊
交
付
請
求
者
の
種
別（
代
理
人
・
第
三
者
）

　

 

（
請
求
者
の
氏
名
・
住
所
は
通
知
し
ま
せ
ん
）

●
申
請
に
必
要
な
も
の

　
＊
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

　
＊
代
理
人
申
請
の
場
合
は
、
委
任
状

●
不
正
取
得
は
、
人
権
に
か
か
わ
る
問
題
で
す

　
自
分
自
身
の
人
権
を
守
り
、
他
人
の
人
権
を
侵
害
し

な
い
た
め
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
人
権
意
識
を
高

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
不
正
取
得
は
誰
に
で
も
起

こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
登
録
型
本
人
通
知

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
手
続
き
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
庄
内
庁
舎
市
民
課
、

ま
た
は
挾
間
・
湯
布
院
振
興
局
地
域
振
興
課
の
市
民

窓
口
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
市
民
課
（
庄
内
庁
舎
）

　
☎
０
９
７–

５
８
２–

１
１
１
１
（
内
線
１
５
１
・
１
５
２
）

①事前登録 ②住民票等の請求

④交付事実を通知 ③住民票等の交付

本
人
通
知
制
度

登
録
者

（
利
用
希
望
者
）

住
民
票
の

写
し
等
の
請
求
者

（
代
理
人
・
第
三
者
）

由
布
市
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●入所（園）の申し込みについて
対象児童　家庭内において保育ができない状況にある家庭の児童
提出書類　※（１）～（６）の書類すべてが必要です。
（１）施設型給付費・地域型保育給付費等支給申請書
（２）保育所入所申込書
（３）保育料を決定するための書類
　　　平成26年度課税証明書（平成26年１月１日に由布市内に居住されていない方のみ）
（４）家庭で保育できないことを証明する書類（父、母、18歳以上65歳未満の同居者）

～次のいずれかの書類～
①就労の場合…就労証明書（それぞれの方の分）
※農業、自営の方は地区の民生委員・児童委員の証明が必要となります。
②母の出産の場合…母子手帳の写し（保護者氏名記載の表紙と出産予定日の欄）
③保護者が病気・障がい等、または家族の介護をしている場合…医師の診断書または身体障害者

手帳、精神保健手帳、療育手帳の写し
④求職中…申立書　　　入所期間は２ヵ月間　

（５）保育料納付誓約書
（６）保育料口座振替利用申込書

●受付期間
　11月20日㈭〜12月19日㈮ 午前８時30分〜午後５時　※土日祝日を除く。《期限厳守》
　手続きの説明がありますので、申込書等は由布市役所各庁舎の窓口で直接お受け取りください。また、
申込時は書類の確認がありますので、担当窓口に直接提出してください。
※保育所の入所については、入所できる基準に該当しない場合や、希望者が多数いるなどでご希望に添え

ない場合がありますので、あらかじめご了承下さい。入所の決定は３月上旬ごろを予定しています。
　継続入所者の手続きについては、保育所を通じて１月にお知らせします。

●市内保育所（園）一覧表
保育所（園）名 住所・電話番号 定員 開所（園）時間 延長保育時間

社会福祉法人　産土会
はさま保育園

挾間町挾間114番地
０９７－５８３－０１０９ 90人 ７：００～１８：００ １８：００～１９：００

社会福祉法人　産土会
宮田保育園

挾間町北方602番地1
０９７－５８３－１５４４ 150人 ７：００～１８：００ １８：００～１９：００

社会福祉法人　護念福祉会
由布川保育園

挾間町古野104番地1
０９７－５８３－３４５３ 130人 ７：００～１８：００ １８：００～１９：００

社会福祉法人　すみれ会
西庄内保育所

庄内町庄内原366番地4
０９７－５８２－０１３７ 45人 ７：００～１８：００ １８：００～１９：００

社会福祉法人　庄内厚生館
あなみ保育園

庄内町東長宝596番地1
０９７－５８２－１２２１ 60人 ７：００～１８：００ １８：００～１９：００

社会福祉法人　愛の園福祉会
ひばり保育園

庄内町柿原410番地1
０９７－５８２－１４７１ 130人 ７：００～１８：００ １８：００～１９：３０

社会福祉法人　すみれ会
すみれ保育園

湯布院町川上2542番地
０９７７－８５－２１３４ 130人 ７：３０～１８：３０ １８：３０～１９：００

社会福祉法人
聖愛保育園

湯布院町川上2990番地14
０９７７－８４－２３１７ 100人 ７：３０～１８：３０ １８：３０～１９：００

●提出先・問い合わせ
　子育て支援課（湯布院庁舎）　　　　　　☎0977−84−3111
　地域振興課　子育て支援係（庄内庁舎）　☎097−582−1111
　地域振興課　子育て支援係（挾間庁舎）　☎097−583−1111

市政ニュース

平成27年度
保育所（園）入所（園）のご案内

 保育料の
納期限までの納付に

ご協力下さい！

※内容の詳しいお問い合わせは各保育所（園）にご連絡ください。

「近所に友達がいない」
「集団生活を体験させ　　
たい」等の理由では　　　

入所することは　
できません。　

　
由
布
市
で
は
、
省
エ
ネ
や
節
電
の
取
り
組
み
と
し
て
、

緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
５
人
の
方
か
ら
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。
ど
の
カ
ー
テ
ン
も
力
作
ぞ
ろ
い

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭
で
の
工
夫
が
伺
え
ま
す
。

　
応
募
作
品
・
応
募
者
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
紹
介

し
て
い
ま
す
。
ご
応

募
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
応
募
作
品

●
問
い
合
わ
せ　
環
境
課
（
湯
布
院
庁
舎
）

　
☎
０
９
７
７–

８
４–

３
１
１
１
（
内
線
５
２
４
）

緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
結
果
発
表

荒巻成志さん

齊藤武志さん

今村拓夫さん

二ノ宮健治さん 石田憲之助さん

《
物
件
名
お
よ
び
募
集
戸
数
》

【
物
件
名
】
ア
ウ
ル
石
城　
Ｂ–

２
号　
　
１
戸

【
所
在
地
】
由
布
市
挾
間
町
来
鉢
３
６
番
地
６

【
住
宅
の
概
要
】

　
木
造
２
階
建
て
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
１
棟
２
戸
建
て
）

【
入
居
者
資
格
】

　
一
定
以
上
の
所
得
が
必
要
で
す
。

　
所
得
証
明
書
を
基
準
と
し
て
判
定
し
ま
す
。

【
家
賃
】
月
額 

４
６
，０
０
０
円

　
　
　
　

敷
金 

１
３
８
，０
０
０
円（
家
賃
の
３
ヵ
月
分
）

【
申
込
受
付
期
間
】　
11
月
14
日
㈮
～
11
月
28
日
㈮

※
平
日
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で

※
な
お
、
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

《
物
件
名
お
よ
び
募
集
戸
数
》

【
物
件
名
】
市
営
サ
ン
コ
ー
ポ
ラ
ス
挾
間

　
　
　
　

  （
旧
雇
用
促
進
住
宅
）

　
　
　
　
　

若
干
空
部
屋
あ
り

【
所
在
地
】
由
布
市
挾
間
町
下
市
４
２
４
番
地
２

【
住
宅
の
概
要
】

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
５
階
建
て 「
３
Ｄ
Ｋ
」

【
入
居
者
資
格
】

　
一
定
以
上
の
所
得
が
必
要
で
す
。

　
所
得
証
明
書
を
基
準
と
し
て
判
定
し
ま
す
。

【
家
賃
】
月
額 

４
２
，４
０
０
円

　
　
　
　

敷
金 

１
２
７
，２
０
０
円（
家
賃
の
３
ヵ
月
分
）

【
申
込
受
付
期
間
】　
随
時
受
付
中

※
平
日
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で

●
問
い
合
わ
せ　
建
設
課
用
地
管
理
係
（
挾
間
庁
舎
）

　
☎
０
９
７–

５
８
３–

１
１
１
１
（
内
線
１
１
２
４
）

　
地
方
自
治
法
第
２
４
２
条
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
26

年
９
月
25
日
付
け
で
提
出
さ
れ
た「
塚
原
市
有
地
売
却
」

に
係
る
住
民
監
査
請
求
は
、
平
成
26
年
１
月
に
請
求
さ

れ
た
も
の
と
同
一
の
内
容
で
あ
り
、
平
成
26
年
１
月
監

査
請
求
の
監
査
結
果
に
基
づ
い
て
棄
却
し
ま
し
た
。

由
布
市
監
査
委
員

●
問
い
合
わ
せ

　
監
査
・
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
庄
内
庁
舎
）

　
☎
０
９
７–

５
８
２–

１
１
１
１

　
10
月
１
日
付
で
、
法
務
大
臣
よ
り
人
権
擁
護
委
員
候

補
者
に
対
し
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
交
付
さ
れ

た
方
は
次
の
１
人
で
す
。

梅
野　
悦
子　
氏　
（
挾
間
町
北
方
）　

※
人
権
擁
護
委
員
と
は
…
憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る
国

民
の
基
本
的
人
権
が
侵
犯
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
監
視
し
、
常
に
自
由
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
に
努

め
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。
自
由
人
権
思
想

の
啓
発
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
民
間
に
お
け
る
人

権
擁
護
運
動
の
助
長
に
努
め
、
人
権
を
侵
犯
す
る
行

為
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
救
済
の
た
め
に
調
査
お

よ
び
情
報
収
集
な
ど
、
適
切
な
処
置
を
講
じ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
人
権
同
和
対
策
課
（
庄
内
庁
舎
）

　
☎
０
９
７–

５
８
２–

１
１
１
１
（
内
線
３
１
１
）

市
営
特
公
賃
住
宅
の
入
居
者
募
集

住
民
監
査
請
求
の
監
査
結
果
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て
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　10 月２日、改築工事が完了した挾間中学校で
落成式が行われました。首藤市長は「校舎に入り
清々しい気持ちになりました。挾間の子どもたち
を育ててくれるすばらしい学び舎になるよう期待
しています」とあいさつ。旧校舎は、耐震性が著
しく低いと認められたため昨年５月から改築工事

が実施されていました。
県産材を活用し、心地よ
い木の香りでいっぱいの
新校舎は、勉学・運動に
励む生徒の皆さんを育む
すばらしい学び舎になり
ました。

市政ニュース

由
布
市
水
道
事
業
の
経
営
状
況
報
告

　
水
道
課
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し

て
お
使
い
い
た
だ
く
水
道
水
を
安
定
的
に
供

給
す
る
た
め
、
水
源
の
整
備
、
水
道
施
設
の

更
新
、
水
質
の
管
理
、
漏
水
の
防
止
等
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
水
道
事

業
は
税
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
一
般
行
政

サ
ー
ビ
ス
と
異
な
り
、
経
営
に
必
要
な
費
用

は
ほ
と
ん
ど
料
金
収
入
に
よ
る
「
独
立
採
算

制
の
原
則
」
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
水
道
事
業
の
経
営
状
況
は
平
成
25
年
度
決

算
に
お
い
て
、
有
収
水
量（
※
１
）が
減
少
傾

向
に
あ
る
こ
と
や
減
価
償
却
費（
※
２
）、
電

力
費
等
の
増
加
に
よ
り
、
収
入
に
当
た
る

事
業
収
益
か
ら
支
出
の
事
業
費
用
を
差
し
引

い
た
純
損
益
が
約
4
千
5
百
万
円
の
赤
字
と

な
り
ま
し
た
。
老
朽
施
設
、
管
路
の
更
新
や

耐
震
化
へ
の
対
応
等
で
今
後
も
大
幅
な
支
出

が
見
込
ま
れ
、
財
政
状
況
は
さ
ら
に
厳
し
く

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
状

況
を
踏
ま
え
、
コ
ス
ト
を
意
識
し
効
率
的
な

事
業
運
営
に
努
め
、
安
心
・
安
全
・
安
定
し

た
給
水
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
が
、

料
金
収
入
と
な
る
有
収
水
量
の
上
昇
が
見
込

め
な
い
中
、
施
設
整
備
等
に
か
か
る
財
源
の

確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現

在
、
今
後
の
経
営
費
用
に
見
合
っ
た
料
金
の

調
査
・
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

※
１　
有
収
水
量
と
は
、
料
金
徴
収
の
対
象

と
な
っ
た
水
量
で
す
。
近
年
は
、
節

水
意
識
の
高
ま
り
に
伴
い
、
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

※
２　
減
価
償
却
と
は
、
設
備
投
資
な
ど
の

費
用
を
一
定
期
間
に
配
分
す
る
会
計

処
理
の
こ
と
で
す
。

●経営状況の概要〔ご家庭に給水する経費とその財源：収益的収支〕(消費税抜き)
項目 平成 24 年度 平成 25 年度 前年度比

①収益的収入 474,626,111 円 477,250,797 円 2,624,686 円増

②収益的支出 495,035,774 円 522,853,520 円 27,817,746 円増

純損益（① - ②） ▲ 20,409,663 円 ▲ 45,602,723 円 ▲ 25,193,060 円増

●上水道１㎥当たりの給水原価と供給単価〔平成25年度〕(消費税抜き)

給水原価
給水原価とは、水道課がお客様の所へ水
をお届けするために、１㎥当たりどれだ
けの費用がかかったかを表すものです。

164 円 37 銭

供給単価 供給単価とは、１㎥当たりどれだけの収
益を得ているかを表すものです。 133 円 04 銭

●問い合わせ　水道課（挾間庁舎）☎097-583 -1111(内線1111～1115）

　10 月４日、「阿蘇くじゅう国立公園指
定 80 周年記念式典」が九重町の長者原
園地で行われました。由布市・九重町・
竹田市・玖珠町・別府市にまたがる同公
園は、由布市内では由布岳周辺ややまな
みハイウェイ沿い、黒岳周辺などが含ま
れ、美しい景観を保っています。式典で
は国立公園の保護に功績があったとして

「由布岳南山麓景観保全機構（真﨑寛彦代
表）」が表彰されたほか、伊達朝香さん

（由布院小５年）ら関係市町村の小学校代
表児童５人が自然保護宣言を行いました。
式典後に行われた「くじゅうフェス in 長
者原」では、由布市キャンペーンレディ
の小野薫さんとゆーふーが登場！訪れた
観客に由布市の魅力をＰＲしました。

香
気
漂
う
新
校
舎

豊
か
な
自
然
を
次
世
代
へ

～
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国
立
公
園
指
定
80
周
年
～

典

典

式

式

ゆーふー主任のまちかどズームアップ

▲由布岳南山麓景観保全機構の表彰▲由布市を PR ♪

　10 月 18 日、別府市野口原公園で「第 75 回大分県畜産共
進会（肉用牛の部）」が開催されました。大分県内から全 65
頭が出品され、由布市の代表として７頭が出品。その中で、
第５区に出品した河野金子さん（湯布院町川上）の名号「さ
とみひら５」が最優秀賞１席、第４区に出品した工藤貴幸さ

ん（庄内町
阿蘇野）の
名号「かね
すえ」が最
優秀賞２席
に選出され
ました。お
めでとうご
ざいます。

▲最優秀賞１席に選出された「さとみひら５」

▲新しくなった挾間中学校校舎

大
分
県
畜
産
共
進
会
に
出
品
！

産
畜

出品句 出品者 順位

第１区 佐藤渉（湯布院町川上）
原田昭由（挾間町時松）

優秀賞２席
優秀賞５席

第２区 工藤眞次（庄内町阿蘇野）
二宮寿徳（庄内町阿蘇野）

優秀賞２席
優秀賞４席

第３区 藤川幸子（庄内町南大津留） 優秀賞５席

第４区 工藤貴幸（庄内町阿蘇野）
河野浩二（湯布院町川上）

最優秀賞２席
優秀賞１席

第５区 河野金子（湯布院町川上）
一法師重子（庄内町直野内山）

最優秀賞１席
優秀賞３席

第６区
二宮寿徳（庄内町阿蘇野）
佐藤美代子（庄内町五ヶ瀬）
秦正次郎（庄内町西）

優秀賞１席
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　10 月 19 日、「 第 40 回 由 布 院 牛
喰い絶叫大会」が湯布院町の並柳牧
場で行われました。秋晴れのもと、
約 400 人が集まり豊後ゆふいん牛の
バーベキューを楽しみました。午後か
らは、子どもの部・大人の部に分かれ
ての絶叫大会。それぞれがおもしろさ
あり、驚きありの絶叫を会場に響き渡
らせました。子どもの部では、小野愛
海さんが、大人の部では畠田宏治さん
が見事絶叫大賞に輝きました。

響
き
わ
た
る
思
い

叫
絶

◀絶叫大賞を受賞した小野愛海さん（上）と畠田宏治さん（下）

　由布市社会福祉協議会庄内事務所生きが
いデイサービスで、利用者が案山子づくり
を行いました。これは毎年利用者の趣味活
動の一環として行われているもので、世相
を反映した６体が製作されました。見ごた
えある案山子は、11 月末まで「ほのぼの
プラザ交流室」に展示してあります。ぜひ
ご覧ください。

　９月 24 日、由布市地球温暖化対策地域
協議会の講演会が開催され、当日は 20 人
が参加しました。講師の大分県地球温暖化
対策推進員の葛西満里子さんから、自身が
取り組んでいる地球温暖化防止活動や環境
教育についての紹介があり、参加者はさま
ざまな活動方法や、活動の際の心構えにつ
いて学びました。講演会の後には、紫外線

チ ェ ッ ク
ビーズスト
ラップ作り
を体験しま
した。

　９月 22 日、「由布市暴力絶滅対策協議会」
が多年にわたり暴力団排除の広報・啓発活
動等に多大の貢献があったとして大分県警
察本部長、公益財団法人暴力追放大分県民
会議理事長の連名による「暴力追放活動功
労」の団体賞を受賞しました。大分南警察
署で行われた表彰式で、当協議会副会長の

島津副市長
が農木寿郎
大分南警察
署長から表
彰を受けま
した。

ゆーふー主任のまちかどズームアップ

　10 月５日、「第８回ツール・ド・湯平サ
イクリング大会」が湯布院町湯平で開催さ
れました。約 200 人が湯平温泉の石畳に、
愛車とともに集結。天候はあいにくの雨で
したが、参加者らはスタートの合図が鳴る
と勢いよくペダルを回し、颯爽と駆け抜け
ていきました。コースは 29 ㎞のショート
と 70 ㎞のロングが用意されており、豊か

な自然と
心地よい
風を感じ
ながら楽
しめるも
のとなっ
ていまし
た。

　9 月 5 日、庄内町構造改善センターで、
「平成 26 年度由布市庄内梨品評会」が開
催されました。庄内梨研究同志会が主催し、
手塩にかけて育てた庄内梨の品質や味、外
観を競いあいました。結果は次のとおりで
す。全出展数 16 点（敬称略）
金賞　二十世紀の部　　生野　幸美
　　　豊水（無袋）の部　土師　幸信
　　　豊水（有袋）の部　森永　大直

第
８
回
ツ
ー
ル
・
ド
・
湯
平

サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会

梨
の
品
評
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

生
き
が
い
を
見
つ
け
て

～
案
山
子
づ
く
り
に
挑
戦
！
～

環
境
講
演
会
を
行
い
ま
し
た

暴
力
追
放
を
目
指
し
て

快 品活 講

受

走 評動 演

賞

子
育
て
を
応
援
！

～
由
布
市
家
庭
教
育
講
座
～

平
和
へ
の
願
い
を
こ
め
て

講式 　由布市家庭教育講座「きらり輝く☆すこ
やかライフ」の９月講座「カラーセラピー」
が湯布院、庄内、挾間の各公民館で行われ
ました。この講座は保護者のかたがたが少
しでもリラックスして子育てができるよう
にと企画されたもので、参加者からは自分
のことを改めて見直す時間ができうれし
かったといった感想があり、好評でした。

　10 月３日、「由布市戦没者追悼式」が
湯布院公民館で行われました。市内では、
1,239 人の尊い命が戦争によって失われま
した。追悼式当日は代表者から追悼のこと
ばが送られ、市内の遺族およそ 100 人が
献花を行いました。その後挾間詩道会によ
る追悼吟が吟じられ、参列者らは故人を偲

ぶとともに、
平和への誓
いを新たに
しました。

100
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

長
寿

　10 月１日、100 歳を迎えた服平一雄さ
んをお祝いするため、庄内町の老人ホー
ム「瑞泉」を首藤市長が訪れました。服平
さんは、20 代からタクシー会社やガソリ
ンスタンドを経営。30 代からは、商売を
しながら村議員・町議員を務めました。長
寿の秘訣は、お酒を適度にたしなみお肉を

食べること、
そしていろ
いろなこと
に挑戦する
こと、と話
してくれま
した。

　10 月 26 日、大湯鉄道「九十九年
祭」がＪＲ小野屋駅周辺で開催されま
した。これはＪＲ久大本線の前身であ
る大湯鉄道が、来年で開通から 100
周年を迎えることを記念して行われた
もので、開会行事では利光直人実行委
員会会長が「来年の 100 周年に向け
て、この前年祭を成功させたい」とあ
いさつ。会場へ列車で訪れた人に記念
品が贈られたほか、陣屋太鼓を始めと
する多彩なステージイベントや市内の
特産物などが販売されるフードフェス
タ等さまざまな催しが行われ、多くの
人々でにぎわう１日となりました。

▲小野屋駅に降り立ち、記念品を受け取る乗客ら

作成したストラップ▶

大
正
ロ
マ
ン
を
感
じ
て

～
大
湯
鉄
道「
九
十
九
年
祭
」～

り
祭

座典
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ゆーふー主任のまちかどズームアップ

　10 月 26 日、自衛隊湯布院駐屯地で防
衛省・自衛隊創設 60 周年を記念するとと
もに、駐屯地開設 58 周年および特科隊創
隊 12 周年の記念行事が開催されました。
当日は観閲式や観閲行進といった式典のほ
かに、模擬戦、装備品展示などの行事が行
われ、地域の方など約 3,000 人が訪れ盛
況な様子でした。

　10 月 25 日、はさま未来館で「楽しく
からだを動かそう in ゆふ」が行われました。
これは運動を普及啓発する組織であるヘル
スアップリーダーが企画した初めてのイベ
ントで、62 人が参加しました。当日はヘ
ルスアップリーダーが考案した各地区の体
操を実践したほか、健康運動指導士の木元
雪絵さんによる体操指導が行われ、参加者
らは心地良い汗を流しました。

楽
し
く
実
践
！

か
ら
だ
を
動
か
し
て
健
康
に

湯
布
院
駐
屯
地
58
周
年

記
念
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

合
同
山
岳
救
助
訓
練
を
実
施

ひ
く
♪
は
じ
く
♪
は
じ
け
る
♪

～
ゆ
ふ
い
ん
こ
ど
も
音
楽
祭
～

健記

訓

音

康念

練

楽

育
む
地
域
の
輪

交流
　10 月 19 日、挾間町の中恵公民館で、
農事組合法人なかえの主催による「第１回
地域住民との交流会」が行われました。こ
れは、農業地域と住宅地域の交流をはかる
目的で企画されたもので、当日は約 40 人
が参加。おにぎりや枝豆など素材の味を活
かした料理がふるまわれ、参加者らは大満
足の様子でした。農家のかたがたと普段農
業にかかわることの少ない地域住民が顔を

合わせ、交
流をはかる
貴重な１日
となりまし
た。

　10 月 24 日、由布市消防署と別府市消
防署、大分県防災航空隊、大分県ドクター
ヘリの合同山岳救助訓練が湯布院町の伽藍
岳で実施されました。訓練では、負傷した
登山客２人を、由布市・別府市の両消防署
が合同で救助。軽傷者１人を消防隊員が地
上搬送し、重傷者１人を大分県防災ヘリに
収容後、医師に引き継ぎました。行楽シー

ズンに入り、
登山客の遭
難が増加し
て い ま す。
入山時間等、
十分な注意
を心掛けま
しょう。

由
布
の
風
を
感
じ
て

～
な
な
つ
星
運
行
１
周
年
～

祝
福

　10 月 15 日、ＪＲ九州の豪華寝台列車「な
なつ星ｉｎ九州」が運行開始から１周年を
迎えました。前日の 14 日、由布院駅には
関係者や近隣の保育園などからおよそ 400
人がホームに入線するななつ星をお出迎え。
園児らは黄色い風船や「おんせん県おおい
た」の旗を振って、笑顔でななつ星の１周
年を祝福しました。

　認知症の方や認知症の介護に携わって
いる方、地域住民の方たちがゆっくりと
語り合える場所として、コーヒーや紅茶
等を準備してお待ちしています。
●日時
　毎月第１・第２・第３土曜日
 （10：30～12：30）
●場所　はさま未来館　２階
　　　　中研修室
●参加費　100円（お茶代として）
※ちぎり絵・皮細工等をすることもあり

ます。
●ボランティアも募集しています（事前

研修あり）
●問い合わせ
　健寿荘内
　吉田理学療法士・佐藤作業療法士
　☎097−583−0051

健康ナビ

国民健康保険からのお知らせ
ジェネリック医薬品希望カードをご存じですか？
「ジェネリック医薬品（後発医薬品）」とは、特許の期限が切れた新薬（先発医薬品）と同じ有
効成分で製造された医薬品で、同様の効果・効能を有すると認められた医薬品のことです。
新薬よりも安価であるため、ジェネリック医薬品を利用することで医療費の負担が軽くなり
ます。
「ジェネリック医薬品（後発医薬品）」をご希望の人は、医療機関等を受診された際、担当医
師・薬剤師にその旨をご相談されるか、もしくは「ジェネリック医薬品希
望カード」をご提示してください。（なお、必ずしも患者さんの一存で新
薬からジェネリック医薬品に変更できるわけではありません）
「ジェネリック医薬品希望カード」は市役所保険課か各地域振興課国保係
にも置いています。
●問い合わせ　保険課国民健康保険係（湯布院庁舎）
　　　　　　　☎0977-84 -3111（内線331）

肝炎患者と家族のわかちあい
交流会

（肝炎患者ピアサポートのご案内）

「オレンジカフェ由布」
のご案内

　ひとりで悩まないで！みんなで分かち合
いませんか？
●日時　11月29日㈯ 午後１時30分～
　　　 （90分程度）
●場所　由布市社会福祉協議会庄内事務所
　　　　ほのぼのプラザ　相談室２
　　　 （庄内町庄内原３６５番地１）
●参加費　無料
●問い合わせ　NPO法人　共に生きる
　☎097−553−0702

　10 月 11 日、湯布院公民館で「第 14 回
ゆふいんこども音楽祭」が開催されました。
今年は子どもスタッフによるナレーション
や寸劇など、新しい試みが行われました。
またピアニストの村松健さんやフルート
デュオの♡ Flute（ハートフル）さんなど５
組が出演し、大人も子どもも楽しめる音楽
が披露され、会場は一体感に包まれました。
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健康ナビ

健康マイレージのご案内楽しく運動！水中運動教室

●応募受付期間　平成27年１月13日㈫　～　２月27日㈮
●受 付 場 所　挾間地域振興課・庄内地域振興課・健康増進課（湯布院庁舎）
●お問い合わせ　健康増進課（湯布院庁舎）　☎0977−84−3111（内線361）

★マイレージポイントをもらい忘れていませんか？
　健康保険にかかわらず、医療機関等で健康診査や各種がん検診
を受けた方にもマイレージポイントを差し上げています。（職場
等で実施するものも対象となります）
　診断結果を証明できるものをお持ちの上、挾間地域振興課、庄内地域振興課、
健康増進課（湯布院庁舎）窓口へお越しください。
【健康診査3000P、大腸がん・胃がん検診各2000P、女性がん検診各1000P】
なお、各がん検診のポイント対象となるのは下記の検査方法のみです。
●市が実施するがん検診の項目と内容

大 腸 が ん 検 診 便潜血検査
（自宅で便を採取してもらいます。） 2000P

胃 が ん 検 診 胃のエックス線検査 2000P
乳 が ん 検 診 マンモグラフィー検査 1000P
子宮頸がん検診 子宮頸部の細胞診検査 1000P

　また、個人でウォーキングなどの健康づくりに取り組み、こつこつ健康づくりシートに
記入し窓口に提示すると、50日以上でオリジナルウォーキングマフラータオル（数量限
定）をプレゼントしています。こちらも日数に応じてマイレージポイントが獲得できます。

●応募特典
★マイレージを１万ポイント以上ためると、次の特典に応募することができます。

② 抽選で100人に10,000円相当の商品券
（１万ポイントを一口として何口でも応募できます）

　教室では、市民の皆さんが１回に３０～４０人ほど参加しています。参加者の皆さんに
アンケートを実施し、健康状況や感想を伺いました。

●アンケート結果　
・60～70代の参加者が多く、約４割の方がコミュニティバスを利用し来館しています。
・参加者の半数近くが、今年度から参加しています。
・９割以上の参加者が、教室を利用して以前より健康意識が高まったと感じています。

●参加者の声
・週１回教室に行くという目標ができて生活にハリができた。友達と会える楽しみが出

来て大変よかった。これからも続けてほしい。続けて参加したい。
・膝の痛みが良くなった。多くの人たちと運動することが楽しく自分が明るくなった。
・体全体を動かして、ちょっと考えてする運動があり認知症予防にもいいと思う。また、

笑いもあり終った後は爽快で毎回楽しみにしている。　など

●申込先・問い合わせ　健康増進課（湯布院庁舎）☎0977−84−3111（内線361）

松元義人先生から皆さんへ
　運動は体感しないと分からないものです。毎回参加すると自分なりに気
付きが出てきます。私たちも参加している皆さんから元気をいただいてい
ます。

工藤美津子先生から皆さんへ
　若々しい笑顔と頑張りが、教室いっぱいにはじけています。私たちも皆
さんからたくさんのエネルギーをいただいて、教室は素敵なコミュニケー
ションの場となり安心できる居場所です。皆さんが集うからこそ健康づく
りの場となっています

水中運動教室　
毎週水曜日　午前11時から正午まで。

どなたでも参加できます。

健康相談コーナー
保健師や看護師による健康相談。

毎週水曜日午前中に実施しています。

教室を利用
して、健康な
からだを手に
入れよう！

　健康温泉館では、今年の４月から毎週水曜日に水中運動教室を開催
しています。健康相談コーナーも同時に設置しています。楽しくから
だを動かして、心身ともにリフレッシュしませんか。

① 先着1500人に1,000円相当の商品券
（お一人様一口限り。何口応募されても1,000円のみ）

※先着1,500人まで

まだ
間に合うよ！

さ
ら
に

●日時　12月13日㈯ 
　　　　午後１時30分～午後３時30分
　　　 （受付　午後1時～）
●場所　庄内庁舎（3階大会議室）
●テーマ 「知って得する糖尿病」
　※参加料は無料です。
●問い合わせ　健康増進課（湯布院庁舎）
　☎0977−84−3111（363）

プログラム
　①「大分県の糖尿病事情」
　　　～ならんようにするには～
　　　内分泌・代謝内科 部長 瀬口 正志 氏
　②「糖尿病食事療法あるある」
　　　栄養管理部 専門栄養士　白井 範子 氏
　③「笑って健康　なしかの心」
　　　コピーライター　吉田 寛 氏

総合司会　吉田 寛 氏

1000P
健康マイレージ対象事業

県病健康教室（糖尿病予防市民講演会）
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健康ナビ
第５回大分県ジュニア県体
　９月23日、大分スポーツ公園で第５回大分県ジュ
ニア県体が開催されました。初出場の由布市のテニ
スチームは、熱戦を繰り広げ３位に入賞しました。

第25回　豊の国ねんりんピック
　９月28日、大分市で第25回豊の国ねんりんピック
が行われました。およそ65歳以上の方が参加する大
会で、由布市は、ゲートボール、ペタンク、ミニバ
レーボールなど８種目に、およそ100人の方が参加
しました。天候にも恵まれ、参加者らは元気いっぱ
いに体を動かし、心地良い汗を流しました。
●主な結果　ミニバレーボール　準優勝
　　　　　　三世代交流ゲートボール　準優勝
●問い合わせ　福祉対策課（湯布院庁舎）
　☎0977-84-3111

10月号のお詫びと訂正
　第48回九州なぎなた大会において、由布市なぎ
なたクラブ 演技競技 無段の部「森田淑恵・小野千
鶴」チームを３位と記載していましたが、正しくは
準優勝です。訂正の上、お詫び申し上げます。

　10 月 26 日、レノファ山口戦がアウェイで行われました。前半は、両者ミスな
く拮抗した試合運びでスコアレスドロー。後半も前半に引き続き、なかなか得点
の生まれない厳しい戦いが続きます。互いのキーパーは好セーブを連発。先に緊
張の糸が切れたのはヴェルスパ。85 分にレノファ山口のコーナーキックで押し込まれ決勝点を奪われ、試
合を終えます。結果は、０－１での敗北。ヴェルスパのシュート数は 18 本とチャンスを活かせず悔しい
敗北でした。ゴールを見せてくれ、頑張れ！ヴェルスパ大分！

頑張れ！

ヴェルスパ大分！

ゆふスポ！まちのスポーツ情報

チャンスを活かせず、あと一歩

▶ Facebook　https://www.facebook.com/verspah
　また、チームのホームページもぜひご覧ください。 http://verspah.jp/

男性の子育て支援講座の
開催について

心の相談

　男性の育児推進の一環として子
育て支援講座を開催します。参加
は無料ですので、ぜひ、家族そろってご参加ください。
※事前申し込みが必要です。男性（お父さん・おじい

ちゃん）の参加が申し込み条件となります。
開催場所 庄内子育て支援センター

開催日時 11 月 30 日㈰
午前 10 時～正午

12 月 7 日㈰
午前 10 時～正午

内　　容
・ベビーマッサージ
・年齢別の食事について
・予防接種のお知らせ

おもちゃを作って遊
ぼう

（凧、竹とんぼ等）

対象年齢 0 歳（※ ハイハイをす
るお子さんまで） 1 歳～就学前

●申込先・問い合わせ
　庄内子育て支援センター（ひばり保育園内）
　☎ 097–582–1471

●日時　11月28日㈮
　午前10時～正午 （要予約）
　※精神科医師・保健師が対応
●相談場所・問い合わせ
　中部保健所由布保健部
　☎097–582–0660

●日時　12月12日㈮ ※要予約
　面接相談
　　午後１時～午後２時30分
　電話相談
　　午後３時～午後４時30分
●相談場所・問い合わせ
　健康増進課（湯布院庁舎）
　☎ 0977–84–3111
　（内線 361）

市スポーツ推進委員の
風間伸介さん、坂本葊行さん
30年勤続スポーツ推進委員
功労者表彰を受賞
　全国スポーツ推進委員研究協議会岩手大会
において、スポーツ推進委員として長年の活
動が評価された風間伸介さん、坂本葊行さん
が30年勤続スポーツ推進委員功労者表彰を受
賞しました。おめでとうございます。

第一回大龍東部一区スポーツ大会！
　11月２日、東庄
内小学校において
自治区のグラウン
ドゴルフスポーツ
大会が行われまし
た。参加者らは各
班で親睦を深めな
がら心地よい汗を
流しました。

●団体入賞
　第１位　染原
　第２位　透崎
　第３位　松の木

●個人入賞
　第１位　田北　孝二
　第２位　久多良木　孝始
　第３位　園田　久夫

休日当番医 健康カレンダー

■ 内科・外科医

11/16 宮崎医院（庄）
☎097-582-0345

11/23 秋吉医院（湯）
☎0977-86-2241

11/24 何松内科循環器科（挾）
☎097-583-1131

11/30 森本整形外科クリニック（挾）
☎097-586-3700

12/ 7 おざきホームケアクリニック（庄）
☎097-582-0013

12/14 南由布クリニック（湯）
☎0977-85-5245

12/21 さとう消化器・大腸肛門クリニック（挾）
☎097-583-8050

12/23 ひろたクリニック（挾）
☎097-583-5777

■ 挾間

12/ 4㈭ ３歳児健診
（13：15 ～14：00 受付 挾間健康センター）

12/17㈬ １０～１１ヵ月児健診
（13：15 ～14：00 受付 挾間健康センター）

ちびっこ広場（９：30～11：30 挾間健康センター）
11月14日・21日・28日、12月５日・12日（Xmas会）・19日

※12月26日はお休みです。

■ 湯布院

11/19㈬ 特定健診
（９：30 ～10：30 受付 コミュニティセンター）

11/21㈮ 女性のがん検診
（13：30 ～15：00 受付 福祉センター）

12/11㈭ ３歳児健診
（13：00 ～13：15 受付 ゆふいん子育て支援センター）

■ 庄内

11/29㈯ 女性のがん検診
（９：00 ～10：30 受付 庄内保健センター）

■ 歯科医

12/14 フォレストデンタルクリニック（湯）
☎0977-85-4747

▲写真上段左から佐藤教之将さん、金本一真さん、上野天嗣さん
　写真下段左から大土康介さん、小畑賢太郎さん
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由布市立図書館 〒879-5506 由布市挾間町挾間104番地1（はさま未来館2階・3階）☎097-586-3150
火～金 午前10時～午後６時／土・日 午前10時～午後５時

庄内図書館 〒879-5406 由布市庄内町西長宝412-1 （庄内公民館1階） ☎097-582-0214
火～日 午前９時～午後５時

湯布院図書館 〒879-5102 由布市湯布院町川上3758-1（湯布院公民館2階） ☎0977-84-2604
火～金 午前10時～午後６時／土・日 午前10時～午後５時

休館日＜3館共通＞ 毎週月曜日・毎月最終火曜日・祝日・年末年始
http:// l ibrary .yufu-c i ty . jp/　  h_tosho@city .yufu .o i ta . jp

（12 月２日から http://www.c i ty .yufu .o i ta . jp/ l ibrary/）

11月のカレンダー＜3館共通＞
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

12月の休館日
１日㈪・8日㈪・15日㈪・22日㈪・23日㈷
◆年末年始　12月28日㈰～１月５日㈪

『わたしと夫の失業日記』
　神田　理絵　著
一般　366.2／カ

『電氣ホテル』
吉田　篤弘　著

一般　913.6／ヨ

『ヨーロッパの看板』
　上野　美千代　写真・文

一般　674.8／ウ

今
月
の
お
す
す
め

PICK UP!

由
布
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立
図
書
館・庄
内
図
書
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布
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図
書
館

図
書
館
シ
ス
テ
ム
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行
の
た
め

休
館
し
ま
す

　
11
月
23
日
㈷
～
12
月
１
日
㈪

●
返
却
日
を
過
ぎ
た
本
を
お
持
ち
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方
は
、

11
月
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㈯
ま
で
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必
ず
ご
返
却
く
だ
さ

い
。

●
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中
に
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さ
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る
場
合
は
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ッ

ク
ポ
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を
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
大
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県
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ど
他
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の
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・
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・
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却
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）。

●
11
月
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日
㈯
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後
５
時
か
ら
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月
1
日
㈪

ま
で
、
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
停
止
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ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
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蔵

書
検
索
・
予
約
・
ご
利
用
状
況
参
照
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）

は
、
ご
利
用
に
な
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ま
せ
ん
。
12
月
２
日

㈫
か
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通
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お
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す
。
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間
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は
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迷
惑
を
お
か
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す
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特
別
展
示
・
特
別
企
画
の
ご
案
内

　
11
月
22
日
㈯
ま
で

【
特
別
展
示
】

●
本
の
顔
に
魅
せ
ら
れ
て

美
し
い
写
真
や
絵
の
表
紙
、イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
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手
掛
け
た
表
紙
な
ど
、
つ
い
め
く

り
た
く
な
る
よ
う
な
表
紙
の
本
を
展
示
し

て
い
ま
す
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●
本
屋
大
賞
候
補
作
品
か
ら
選
ぶ
！

　
勝
手
に
由
布
市
立
図
書
館
利
用
者
大
賞

こ
れ
ま
で
の
本
屋
大
賞
候
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を
行
い
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由
布
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利
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賞
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し
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【
特
別
企
画
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●
展
示
企
画
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

投
票
期
間
が
始
ま
り
ま
し
た
！
企
画
案
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貼
り
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し
て
い
ま
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。
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ひ
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て
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だ
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い
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あ
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た
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●
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〈
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日
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月
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日
㈰
・
12
月
21
日
㈰

●
湯
布
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〈
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月
テ
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●
由
布
市
立
図
書
館

　
「
食
の
秋
を
充
実
さ
せ
よ
う
」

●
庄
内
図
書
館

　
一
般
「
あ
あ
、
食
べ
た
い
」
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童
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お
い
し
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本
」

●
湯
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「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
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ば
あ
ち
ゃ
ん
」

　
特
別
展
示｢

手
塚　
治
虫｣

新着図書一覧
分　類 書　　名 分　類 書　　名

挾　
間

一般 210.6 ケ 警視庁重大事件１００　－警察官の闘いと誇りの軌跡－

挾　
間

郷土 H290 オ 「大分学検定」完全対応まるごとわかる大分県
一般 302.2 シ 韓国人による沈韓論 健康 S493.7 エ 嚥下障害のことがよくわかる本
一般 702.1 コ ふるさとをつくる　－アマチュア文化最前線－ 健康 S467.3 ス 双子の遺伝子
一般 911.4 シ シルバー川柳　４　あの世より近い気がする宇宙行き くらし 596 タ 塩レモンレシピ　−＋調味料でおいしさが広がる！−
一般 913.6 ヒ 近所の犬 くらし 596.3 ノ からだが喜ぶおかゆ料理帖
文庫本 B913.6 コ この部屋で君と 絵本 E ジ じゃがいもじゃがじゃがさつまいも
趣味娯楽 P778.3 ナ ハリウッドと日本をつなぐ 学習絵本 E ボ ぼくのニセモノをつくるには
湾曲 657.8 ド 毒きのこ　－世にもかわいい危険な生きもの－ 児童 480 カ 動物の迷路
ヤング Y913.6 ニ 終物語　続 児童 913 ヨ 風船教室

庄
内

一般 374.3 オ 教師の本分 湯
布
院

一般 446 ヨ 夜空と月の物語
一般 913.6 ナ アポロンの嘲笑 くらし 596 ダ 男子が本当に喜ぶガッツリおかず　−作ってあげたい 188 レシピ−

シンシアリー

姫野　カオルコ
朝井　リョウ　他
奈良橋　陽子

西尾　維新
尾木　直樹
中山　七里

藤島　一郎
ティム・スペクター

野崎　洋光
長野　ヒデ子

ヨシタケ　シンスケ
香川　元太郎
吉野　万理子

湯布院図書館 庄内図書館 由布市立図書館

DEAR
図書館だより

—2014.11—

く ら し インフォメーション

相
談

行
政
書
士
無
料
相
談
会

●
日
時　
12
月
17
日
㈬

　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

　
（
毎
月
第
３
水
曜
日
に
開
催
）

●
場
所　
大
分
県
行
政
書
士
会

　
（
大
分
市
城
崎
町
１

－

２

－

３
）

●
相
談
内
容　
遺
言
・
遺
産
相
続
・
成

年
後
見
相
談
・
不
動
産
関
連
な
ど

問
大
分
県
行
政
書
士
会
事
務
局

　
☎
０
９
７

－

５
３
７

－

７
０
８
９

特
設
無
料
人
権
相
談
所

開
設
の
ご
案
内

●
日
時　
12
月
17
日
㈬

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
場
所　
庄
内
公
民
館

●
内
容　
家
庭
内
や
隣
近
所
と
の
ト
ラ

ブ
ル
、
借
地
借
家
の
問
題
な
ど

※
相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問
大
分
地
方
法
務
局　
人
権
擁
護
課

　
☎
０
９
７

－

５
３
２

－
３
３
６
８

農
業
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
農
業
法
人

合
同
就
職
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

●
日
時　
12
月
６
日
㈯

　
午
前
11
時
～
午
後
４
時

●
場
所　
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル

　
（
大
分
市
府
内
町
）

●
内
容　
ガ
イ
ダ
ン
ス（
要
事
前
申
込
）、

　
相
談
会
（
申
込
不
要
）

●
参
加
料　
無
料

問
大
分
県
農
業
会
議

☎
０
９
７

－

５
３
２

－

４
３
８
５

http://w
w

w
.agri-oita.net/no

ukai/

　
（「
大
分
県
雇
用
改
善
」
で
検
索
）

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

●
対
象　
大
切
な
方
を
、
自
死
で
亡
く

さ
れ
た
ご
遺
族

●
日
時　
12
月
４
日
㈭
午
後
２
時
～
午

後
４
時
（
受
付
午
後
１
時
30
分
～
）

●
場
所　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

●
内
容　
参
加
者
の
気
持
ち
の
分
か
ち

合
い
を
し
ま
す
。

●
参
加
料　
無
料

●
申
込
期
限　
11
月
26
日
㈬
ま
で

問
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー　

☎
０
９
７

－

５
４
１

－

６
２
９
０

無
料
労
働
相
談

●
日
時　
11
月
27
日
㈭

　
午
後
１
時
15
分
～
午
後
４
時
45
分

●
場
所　
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分　
４
階

　
４
０
８
会
議
室
（
大
分
市
金
池
南
）

●
内
容　
労
働
者
・
使
用
者
を
問
わ
ず
、

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
や
労
働
に
関
す

る
相
談
を
弁
護
士
や
社
会
保
険
労
務

士
な
ど
が
お
受
け
し
ま
す
。

※
電
話
相
談
可
能

問
大
分
県
労
政
・
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７

－

５
３
２

－
３
０
４
０

　
労
働
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
「
労
働
１
１
０
番
」

　
☎
０
１
２
０

－
６
０
１

－

５
４
０

募
集

中
部
地
域
労
働
講
座

●
日
時　
11
月
17
日
㈪

　
午
後
６
時
30
分
～
午
後
８
時
30
分

●
場
所　
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
３
階

　
３
０
５
会
議
室
（
大
分
市
府
内
町
）

●
参
加
料　
無
料

●
演
題　
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
法

成
立
！
～
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
を

進
め
る
た
め
に
～

●
講
師　
翔
労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
事
務
所
長　
田
吹　
好
美　
氏

問
大
分
県
労
政
福
祉
課

　
☎
０
９
７

－

５
０
６

－

３
３
５
４

求
職
者
支
援
訓
練

●
対
象　
再
就
職
を
目
指
し
て
求
職
活

動
を
し
て
お
り
、
雇
用
保
険
を
受
給

で
き
な
い
方

●
内
容　
パ
ソ
コ
ン
基
礎
、
介
護
、
経

理
事
務
、
医
療
事
務
、
Ｉ
Ｔ
技
術
者
、

エ
ス
テ
な
ど
の
職
業
訓
練

※
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
場
合
、
訓

練
期
間
中
に
職
業
訓
練
受
講
給
付
金

（
10
万
円
＋
通
所
手
当
）
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
分
職
業
訓
練
窓
口

　
☎
０
９
７

－

５
３
４

－

８
６
８
０

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
採
用
試
験

●
受
験
資
格　
中
学
校
卒
業
者
（
見
込

者
）、
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子

●
受
付
締
切　
１
月
９
日
㈮

●
第
１
次
試
験　
１
月
24
日
㈯

●
試
験
会
場　
大
分
商
工
会
議
所

問
自
衛
隊
大
分
募
集
案
内
所

　
☎
０
９
７

－

５
４
６

－

２
１
７
７

　
自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部

　
☎
０
９
７

－

５
３
６

－

６
２
７
１

　
（
夜
間
、
土
日
）

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
湯
布
院
病
院
主
催

「
第
２
回
市
民
公
開
講
座
」に
つ
い
て

●
日
時　
12
月
18
日
㈭

　
午
後
２
時
～
午
後
３
時

　
（
受
付
午
後
１
時
30
分
か
ら
）

●
場
所　

湯
布
院
福
祉
セ
ン
タ
ー
大

会
議
室

●
内
容　
「
立
て
な
い
歩
け
な
い
を
回

避
す
る
た
め
に
～
腰
と
あ
し
の
痛
み

の
原
因
は
？
～
」・「
腰
の
負
担
を
へ

ら
す
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
生
活
の
工
夫
」

●
参
加
料　
無
料

問
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
湯
布
院
病
院　

　
地
域
連
携
室　
大
野
・
安
部

　
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

５
２
７
７

成
人
発
達
障
が
い
者
家
族
教
室

※
無
料

　２人の詩人が、
ある謎を解くため
冒険に出ます。謎
の行方はこの世の
２階にある電氣ホ
テルへ…。一緒に
冒険に出てみませ
んか？

　 夫 が 失 業 し た
時、妻としてやる
べきことは何か？
失業中の生活設計
や、再就職までの
サポートなど作者
の実体験を教えて
くれます。

　小さな小道を
歩いていると素
敵な看板があち
こちにあります。
写真を見るだけ
で心がほっこり
して、少しだけ
旅行した気分になりますよ。
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2015年
大分県民手帳
販売のお知らせ
　大分県民手帳は、スケ
ジュール帳として使えるの
はもちろん、大分県の主要
データや連絡先が一目で分
かる、県民の皆さんのための便利な手帳です。

●販売価格　大型600円（14.9×8.7cm）
　　　　　　小型500円（12.7×7.7cm）
●販売時期　10月上旬より１月下旬まで
●販売場所
　庄内･挾間･湯布院庁舎の各地域振興課にて
販売します。
　代金はその場でのお支払いとなります。
●問い合わせ
　総合政策課情報統計係（庄内庁舎）
　☎097−582−1111

夜の由布院は出会いの舞台
酒に肴（さかな）に文化に人に…
美味しい“おもてなし”できました

11月30日㈰　午後６時〜午後11時
バルチケット

　１枚で「特別メニュー１品
＋１ドリンク」が楽しめます。
◆前売券　2,800円
 （700円×４枚綴り）
◆当日券　3,000円
 （750円×４枚綴り）

バルチケットの販売場所
由布市商工会湯布院支所
由布院観光総合事務所
バル参加店舗

●問い合わせ　由布市商工会湯布院支所
　☎0977−84−2445

平成27年 由布市成人式のお知らせ
〜市外在住者等の参加事前受付を行っています〜

●
日
時　
平
成
27
年
1
月
11
日
㈰

　
　
　
　
受
付　
午
前
10
時
～　
　
式
典　
午
前
11
時
～

●
場
所　
は
さ
ま
未
来
館　
文
化
ホ
ー
ル

●
対
象　
平
成
6
年
4
月
2
日
か
ら

平
成
7
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

・
平
成
26
年
12
月
1
日
時
点
で
由
布
市
に
住
民
票
が
な
い
見
込
み
の
方
で
、
ま
だ
事
前
申

込
み
を
さ
れ
て
い
な
い
成
人
式
参
加
希
望
の
方
は
必
ず
年
内
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
準
備
の
都
合
上
、
冊
子
に
お
名
前
が
掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

【
受
付
時
間
】
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で

※
土
日
祝
お
よ
び
12
月
27
日
～
翌
1
月
4
日
を
除
く

・
12
月
1
日
時
点
で
由
布
市
に
住
民
票
の
あ
る
方
、
市
外
在
住
で
事
前
申
込
み
を
済
ま
さ

れ
て
い
る
方
に
は
12
月
中
旬
に
案
内
状
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。

・
ご
来
場
い
た
だ
い
た
方
に
は
参
加
記
念
品
を
、
式
典
後
の
記
念
撮
影
会
に
参
加
さ
れ
た

方
に
は
後
日
記
念
写
真
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

●
事
前
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　
社
会
教
育
課
（
湯
布
院
公
民
館
内
）

　
☎
０
９
７
７–

８
４–

３
１
１
１
（
内
線
５
６
２
・
５
６
５
）

く ら し インフォメーション

●
開
催
日
時
（
11
月
12
日
か
ら
３
回
シ

リ
ー
ズ
で
開
催
し
ま
す
）

　
12
月
３
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

　
12
月
17
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

●
場
所　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

●
対
象　
16
歳
以
上
の
発
達
障
が
い
者

の
ご
家
族
（
事
前
申
し
込
み
が
必
要
）

●
内
容　
講
義
、
話
し
合
い
、
演
習

問
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー　
こ
こ
ろ
の
健
康
課

　
☎
０
９
７

－

５
４
１

－

５
２
７
６

お
知
ら
せ

農
業
用
廃
資
材
の

適
正
処
理
の
お
願
い

　
廃
ビ
ニ
ー
ル
・
廃
農
薬
・
農
薬
空
容

器
の
適
正
処
理
は
、
排
出
事
業
者
（
農

家
）
の
責
任
で
す
。
不
法
焼
却
や
不
法

投
棄
は
法
律
違
反
と
な
り
ま
す
。

問
Ｊ
Ａ
お
お
い
た
由
布
事
業
部

　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

２
７
５
５

　
農
政
課
（
挾
間
庁
舎
）

　
☎
０
９
７

－

５
８
３

－

１
１
１
１

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
に
対
す
る

無
料
健
康
診
断

●
対
象
者　
両
親
、
ま
た
は
そ
の
ど
ち

ら
か
が
原
子
爆
弾
被
爆
者
で
、
大
分

県
内
に
お
住
ま
い
の
方
。

●
申
込
期
間　
12
月
５
日
㈮
ま
で

※
健
康
診
断
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
住

所
地
の
保
健
所
に
連
絡
を
し
て
申
し

込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
中
部
保
健
所　
由
布
保
健
部

　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

０
６
６
０

　
大
分
県
福
祉
保
健
部
健
康
対
策
課

　
（
大
分
市
大
手
町
）

　
☎
０
９
７

－

５
０
６

－

２
６
７
１

加
入
し
て
い
ま
す
か
？

労
働
保
険

　
正
社
員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な

ど
労
働
者
を
１
人
で
も
雇
用
し
て
い
る

事
業
主
は
、
労
働
保
険
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
未
加
入
で
労
働
災

害
が
起
こ
る
と
、
追
徴
金
や
保
険
給
付

に
要
し
た
費
用
を
徴
収
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

※
加
入
手
続
は
労
働
局
、
最
寄
り
の
監

督
署
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で

問
大
分
労
働
局

　
☎
０
９
７

－

５
３
６

－

７
０
９
５

ほ
の
ぼ
の
温
泉
館

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　
ほ
の
ぼ
の
温
泉
館
は
天
井
補
修
作
業

の
た
め
臨
時
休
館
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
臨
時
休
館
日

　
12
月
１
日
㈪
～
12
月
12
日
㈮

問
庄
内
地
域
振
興
課

　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
１
１
１

イ
ベ
ン
ト

学
習
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

　
児
童
生
徒
の
劇
や
音
楽
な
ど
ス
テ
ー

ジ
発
表
を
中
心
に
作
品
展
示
や
作
業
学

習
で
制
作
し
た
陶
器
や
農
作
物
な
ど
の

販
売
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　
11
月
22
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

●
場
所　
大
分
県
立
由
布
支
援
学
校

問
大
分
県
立
由
布
支
援
学
校

　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

０
３
２
６

年
忘
れ
里
道
ウ
ォ
ー
ク

　
亀
山（
通
称
八
山
）を
１
周
す
る
コ
ー

ス
を
元
気
に
歩
き
ま
し
ょ
う
。

●
開
催
日
時　
12
月
７
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分

●
集
合
場
所　
湯
布
院
庁
舎
駐
車
場

●
参
加
費　
２
０
０
円

※
万
一
、
事
故
発
生
の
場
合
は
主
催
者

加
入
保
険
の
範
囲
内
で
の
補
償
に
な

り
ま
す
。

問
由
布
高
原
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

　
事
務
局
（
高
田
）

　
☎
０
９
７
７

－

８
５

－

３
０
６
７

高齢者交通安全キャンペーン実施中
　10月、11月の２ヵ月間、「高齢者交通安全キャン
ペーン」を実施しています。
　例年この時期は、夕暮れ時から夜間にかけて、道路
横断中の高齢者が被害者となる交通事故が多発する傾
向にあります。運転者は、夕暮れ時は早めのヘッドラ
イト点灯をしましよう。歩行者は、道路を横断する時
は左右の安全確認を徹底しましょう。また、夜間の外
出は、明るい服装で反射材を身につけましょう。

　キャンペーン期間中、懸賞付きの交通安全活動を募集します。
　積極的に参加して交通事故防止に努めましょう。
●募集内容　交通安全活動中の写真を募集します。
●応募期間　12月19日㈮まで
●応募部門　ファミリ―の部（３人以上）
　　　　　　シニアの部（２人以上）
　　　　　　企業・団体の部（５人以上）
●応募先　〒870-8501
　大分県大分市大手町３丁目１－１
　大分県生活環境企画課　交通安全推進班宛
※応募用紙は各庁舎の地域振興課もしくは
　防災安全課に用意しています。

●問い合わせ
　防災安全課（庄内庁舎）　☎097−582−1111

※画像は2014年度版

あとバル　《あとバル期間　12月１日㈪〜８日㈪》
　当日使い切れなかったバルチケットは、イベント翌日から
１週間、参加店舗にて600円相当の食券としてご利用いただ
けます。

イベント本部（乙丸公民館）
17：30 ～
　店舗マップの配布
　オープニングセレモニー
17：40～
　ゆふいん源流太鼓
18：00～
　提灯バルスタート
20：00～
　神楽の舞（雲取神楽座）
23：00　提灯バル終了

人権週間12月４日〜12月10日

第10回いのちの循環を大切にする
市民の集いを開催します

●とき　12 月６日㈯ 午前９時から
●ところ　湯布院公民館
●内容　優秀人権作品表彰、人権講演など

【人権週間とは】
　1948 年 12 月 10 日に国連で世界人権宣言
が採択されたことを記念して、日本では毎年
12 月 10 日を最終日とする１週間を「人権週間」
と定めています。市では、人権尊重の考え方を
普及するため、「人権週間」行事としてこの「市
民の集い」を開催します。

【人権作品を募集します】
●募集内容
　人権問題に関する作文・標語・ポスター
●対象　市民・市内に在住する高校生
　詳細はお問い合わせください。

●問い合わせ　人権・同和対策課（庄内庁舎）
　　　　　　　☎097−582−1111
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日
増
し
に
寒
さ
が

増
し
て
き
ま
す
。
作
物
に
あ
っ
た
肥
培
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
サ
ト
イ
モ

　
収
穫
時
期
で
す
。
こ
れ
以
上
置
い
て
も
大
き
く
は
な
り
ま
せ
ん
。
貯
蔵
す
る
場
合
は

子
イ
モ
を
取
ら
ず
親
イ
モ
に
つ
け
た
状
態
で
、
逆
さ
に
し
て
土
中
に
埋
め
ま
す
。

　
親
イ
モ
は
来
年
の
種
イ
モ
と
し
て
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
親
イ
モ
は
大
き
く
貯
蔵
養
分

が
多
い
た
め
、
初
期
生
育
が
子
イ
モ
よ
り
早
く
、
収
穫
も
早
く
収
量
も
多
く
な
り
ま
す
。

●
タ
マ
ネ
ギ

　
今
月
中
～
下
旬
が
植
え
ど
き
で
す
。リ
ン
酸
を
多
め
に
元
肥
と
し
て
施
し
ま
し
ょ
う
。

早
植
え
や
大
き
す
ぎ
る
苗
は
一
見
立
派
に
見
え
ま
す
が
、
春
先
の
ト
ウ
立
ち
の
原
因
と

な
り
ま
す
。
越
冬
前
後
に
弱
々
し
く
見
え
る
苗
も
、
土
中
に
は
立
派
な
根
が
張
っ
て
い

ま
す
。
追
肥
は
2
月
ご
ろ
2
回
行
い
ま
す
。
も
と
も
と
温
暖
で
雨
が
多
い
場
所
が
原
産

な
の
で
冬
場
の
水
分
は
非
常
に
大
切
で
す
。
乾
燥
し
す
ぎ
の
場
合
は
水
や
り
も
必
要
と

な
り
ま
す
。

●
キ
ャ
ベ
ツ

　
追
肥
は
結
球
し
始
め
る
時
期
ま
で
に
す
べ
て
施
用
し
ま
す
。
追
肥
が
遅
れ
る
と
病
気

や
裂
球
の
原
因
に
な
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
追
肥
の
多
す
ぎ
に
よ
る
球
内

ト
ウ
立
ち
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

●
ハ
ク
サ
イ

　
早
生
種
は
収
穫
時
期
で
す
。
よ
く
葉
の
締
ま
っ
た
も
の
か
ら
収
穫
し
ま
し
ょ
う
。
結

球
後
は
耐
寒
力
が
弱
ま
り
ま
す
。
外
葉
で
包
む
な
ど
の
防
寒
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。
葉

が
巻
か
な
い
原
因
の
大
半
は
品
種
選
び
の
間
違
い
か
植
え
遅
れ
に
よ
る
葉
数
不
足
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

講
習
会
の
お
知
ら
せ

　
野
菜
栽
培
の
講
習
会
を
行
い
ま
す
。
今
回
の
内
容
は
「
秋
冬
野
菜

の
管
理
」
で
す
。
秋
に
植
え
た
野
菜
を
た
く
さ
ん
収
穫
す
る
た
め
の

コ
ツ
、
生
育
中
の
管
理
や
注
意
点
、
病
害
対
策
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　
11
月
26
日
㈬ 

午
後
２
時
～
午
後
３
時
30
分

●
場
所　
庄
内
庁
舎
3
階
大
会
議
室

◆
問
い
合
わ
せ　
農
政
課
（
挾
間
庁
舎
）

　
☎
０
９
７–

５
８
３–

１
１
１
１
（
内
線
１
３
２
９
）

木ゆ

ふ綿
の
山
通
信

　 農業サポーター

〔
問
い
合
わ
せ
〕

 

陣
屋
の
村
歴
史
民
俗
資
料
館

 

☎
０
９
７-

５
８
３-

３
９
４
１

 

社
会
教
育
課（
湯
布
院
公
民
館
）

 

☎
０
９
７
７-

８
４-

２
６
０
４

歴 史 民 俗 資 料 館 報

無料
相談

エ　
　コ

国民
年金

税　
　金

窓口
延長

人　
　口

由布市無料相談のお知らせ 大分エコライフプラザ情報

おしえて！国民年金

今月の税／料

窓口を午後７時まで開庁している庁舎のお知らせ

ひとの動き 10月31日現在 （　 ）は前月比

【行政相談】担当：行政相談委員
困ったら１人で悩まず行政相談
はさま未来館　12月 6日㈯ 午前９時～正午
庄内庁舎　　　12月 5日㈮ 午前９時～午前11時
湯布院庁舎　　12月17日㈬ 午前10時～正午

【不動産相談】担当：宅地建物取引主任者
土地の境界等、不動産全般に関すること ( 電話相談可能 )
庄内庁舎　　　12月 1日㈪ 午前８時30分～正午

【司法書士市民相談】担当：司法書士（予約者優先）
不動産、商業登記、成年後見等の法律相談
挾間庁舎　　12月 9日㈫ 午後１時30分～午後４時
庄内庁舎　　12月17日㈬ 午後１時30分～午後４時
湯布院庁舎　12月 2日㈫ 午後１時30分～午後４時

【行政書士相談】担当：行政書士
遺言相談、農地、温泉、成年後見等のお悩みごと
挾間庁舎　　12月19日㈮ 午後１時～午後３時
庄内庁舎　　12月12日㈮ 午後１時～午後３時
湯布院庁舎　12月 5日㈮ 午後１時～午後３時
問総務課総務係（庄内庁舎）
　☎097–582–1111（内線205）

再生家具・自転車の抽選会
～再生した家具・自転車を無料でお譲りします～
●申込期限　12月７日㈰ 正午まで
　受付開始は月によって異なりますので、大分エコラ
イフプラザまでお問い合わせください。また、当選時
の持ち帰りは各自でお願いします。
●抽選日時　12月７日㈰ 12：30～
　抽選にもれた人や抽選時間に間に合わなかった人の
ために、敗者復活のじゃんけん大会もあります。
※フリーマーケットは12月から来年２月までお休みします。
問大分エコライフプラザ　☎097–588–1410

老齢基礎年金の
繰り上げ・繰り下げ

　老齢基礎年金の支給開始年齢は
原則として６５歳ですが、６５歳
前に繰り上げて減額された年金を
受けることができます。ただし、
支給を繰り上げた場合、生涯減額
された年金を受けること、障害基
礎年金を請求できなくなることな
ど、注意が必要です。
　また、６６歳以降に老齢年金を
受け始める繰り下げの場合は、年
金額が増額されます。

問大分年金事務所　☎097–552–1211

●国民健康保険税（普通）６期分
●固定資産税（普通）４期分
●介護保険料（普通）６期分
●後期高齢者医療保険料（普通）５期分
●入湯税　11月期分（10月分）
納期限　平成26年12月１日㈪

住民票や税等の一部業務のみ取り扱っています。詳し
くは総務課（☎ 097–582–1111）までお問い合わせ
ください。
11
月

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8
湯 庄 庄/挾 挾

9 10 11 12 13 14 15
湯 湯 庄 庄/挾 挾

16 17 18 19 20 21 22
湯 湯 庄 庄/挾 挾

23/30 24 25 26 27 28 29
湯 庄 庄/挾 挾

12
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

湯 湯 庄 庄/挾 挾
7 8 9 10 1 12 13

湯 湯 庄 庄/挾 挾
14 15 16 17 18 19 20

湯 湯 庄 庄/挾 挾
21 22 23 24 25 26 27

湯 庄 庄/挾
28 29 30 31

※12月26日は窓口の延長を行いません。
※午後５時以降の税等の納付、各種申請等の受け付け

はお取り扱いできません。

総人口  35,614人（＋9）
世帯数  15,343戸（＋11）

男  17,068人（＋4）
女  18,546人（＋5）

編
集
後
記

▼
先
日
、
由
布
院
盆
地

か
ら
由
布
岳
を
眺
め
る

と
、
秋
晴
れ
の
中
山
肌

が
真
っ
赤
に
紅
葉
し
て
い

る
の
が
見
え
ま
し
た
。
立

ち
止
ま
り
写
真
を
撮
る

観
光
客
の
方
も
ち
ら
ほ

ら
。
皆
さ
ん
も
、
秋
の

由
布
市
を
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
ね
。（
か
）

▼
11
月
に
な
り
、
朝
晩

の
冷
え
込
み
が
厳
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
だ
ん
だ

ん
と
流
行
す
る
こ
の
季

節
、
し
っ
か
り
と
体
調

管
理
を
し
た
い
も
の
で
す
。

野
菜
た
っ
ぷ
り
の
鍋
を
つ

つ
き
な
が
ら
免
疫
を
高

め
ま
す
！
（
あ
）

　
ち
ょ
っ
と
懐
か
し
い
子
ど
も
の
玩

具
の
お
は
な
し
で
す
。

　
昔
の
玩
具
と
い
え
ば
、
コ
マ
、
竹

馬
、
お
は
じ
き
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

男
の
子
た
ち
の
間
で
人
気
の
あ
っ
た

玩
具
の
1
つ
と
し
て
メ
ン
コ
が
あ
り

ま
す
。

　

メ
ン
コ（
面
子
）の
語
源
は
「
小

さ
な
面
」
。
だ
か
ら
メ
ン
コ
。
面
打

ち
、
ぱ
っ
ち
ん
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま

し
た
。
よ
く
知
ら
れ
る
の
は
紙
製

で
、
大
き
さ
は
手
の
平
大
の
カ
ー
ド

型
や
円
形
で
、
片
面
に
写
真
や
絵
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
武
者
、
相
撲
力

士
、
野
球
選
手
、
漫
画
の
主
人
公
な

ど
、
男
の
子
の
強
い
者
へ
の
憧
れ
と
、

そ
の
時
代
の
流
行
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
貴
重
な
資
料
で
も
あ
り
ま
す
。

　
起
源
は
江
戸
時
代
に
遡
り
ま
す
。

大
人
が
銭
を
使
っ
て
意ぜ

に
う
ち背
と
い
う
遊

び
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
木
の

実
や
貝
（
ぜ
ぜ
貝
）
で
代
用
し
た
子

ど
も
の
遊
び
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
子
ど
も
達
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

た
商
品
と
し
て
泥
め
ん
こ
（
土
で
で

き
た
メ
ン
コ
）
が
上
方
で
発
生
し
、

そ
れ
か
ら
紙
製
の
も
の
へ
と
変
わ
っ

て
い
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
屋
内
外
を
問
わ
ず
遊
ぶ
こ
と
が
で

き
、
メ
ン
コ
に
ロ
ウ
を
塗
っ
て
強
度

を
保
持
し
た
り
、
裏
返
り
に
く
く
す

る
た
め
に
グ
ニ
ャ
グ
ニ
ャ
に
し
た
り

と
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
、
兄

弟
や
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
夢
中
に

な
っ
て
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
た
玩
具
で

し
た
。

　
女
の
子
の
遊
び
の
1
つ
と
し
て
は
、

お
手
玉
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
お
手
玉
は
奈
良
時
代
か
ら
中
国
か

ら
伝
わ
り
、
手
ご
ろ
な
大
き
さ
の
小

石
や
水
晶
を
利
用
し
て
い
た
こ
と
か

ら
石い

し
な
と
り
だ
ま

名
取
玉
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

現
在
よ
く
見
る
お
手
玉
は
江
戸
時
代

か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
作
ら
れ
ま

し
た
。
家
に
あ
る
端
切
れ
を
袋
状
に

縫
い
、
そ
の
中
に
小
豆
、
大
豆
、
数

珠
玉
な
ど
を
入
れ
て
作
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
の
時
、
遊
び
方
の
他
に
裁

縫
や
正
座
な
ど
の
行
儀
作
法
を
教
え

て
も
ら
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。

　
資
料
館
に
は
そ
の
他
に
も
コ
マ
や

お
は
じ
き
等
の
玩
具
が
あ
り
ま
す
の

で
、
良
か
っ
た
ら
遊
び
に
き
て
く
だ

さ
い
。
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こ
ん
に
ち
は
市
長
で
す

文
・
首
藤 

奉
文
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■
発
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庄

内
町

柿
原

302番
地

　
TEL097-582-1111

ホ
ー

ム
ペ
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健康立市　みんなであいさつ“にこにこ笑顔”　由布市では平成25年３月24日に健康立市を宣言しました。

　
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
市
長
で
す
。

　
先
日
ま
で
プ
ロ
野
球
の
日
本
シ
リ
ー
ズ
が
行
わ
れ
、
阪
神

対
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
が
熾
烈
な
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
実

は
私
も
、
虫
と
の
勝
負
の
真
っ
最
中
な
の
で
す
。「
市
長
さ

ん
今
年
も
野
菜
を
作
っ
て
い
ま
す
か
」
と
か
「
出
来
具
合
は

ど
う
で
す
か
」
な
ど
と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー

で
私
の
野
菜
作
り
を
知
っ
て
い
る
方
か
ら
で
す
。
い
つ
も

９
月
に
な
る
と
大
根
な
ど
の
種
を
蒔
き
ま
す
。
気
温
が
高
い

の
で
す
ぐ
に
芽
が
出
て
成
長
も
早
く
て
良
い
の
で
す
が
、
暖

か
い
だ
け
に
虫
も
た
く
さ
ん
発
生
し
て
食
い
荒
ら
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
で
種
を
蒔
く
と
同
時
に
ネ
ッ
ト
を
張
っ
た
り
す
る
の
で

す
が
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。

　
あ
る
方
が
「
少
し
遅
く
蒔
く
と
い
い
よ
」
と
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
れ
で
今
年
は
９
月
20
日
過
ぎ
に
３
週
間
遅
れ
で

大
根
、
春
菊
、
レ
タ
ス
、
小
松
菜
の
種
を
蒔
き
ま
し
た
。
そ

れ
に
い
た
だ
い
た
白
菜
の
苗
と
、
買
っ
た
キ
ャ
ベ
ツ
、
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
、
パ
セ
リ
、
み
つ
ば
等
を
植
え
ま
し
た
。
生
育

も
順
調
で
「
や
っ
た
ー
！
今
年
は
成
功
だ
！
」
と
喜
ん
で
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
キ
ャ
ベ
ツ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
葉
に
穴

が
空
き
は
じ
め
ま
し
た
。
ア
オ
ム
シ
で
す
。
そ
れ
か
ら
は
毎

朝
闘
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。
竹
を
細
く
切
っ
て
ピ
ン
セ
ッ
ト

を
作
り
一
匹
い
っ
ぴ
き
つ
ま
ん
で
取
り
除
き
ま
す
。
合
わ
せ

て
16
株
、
根
気
の
要
る
闘
い
で
す
。
無
事
に
生
育
で
き
た
ら

こ
の
勝
負
わ
た
し
の
勝
ち
。
一
発
逆
転
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

気
を
ゆ
る
め
た
ら
負
け
で
す
。
野
球
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
勝

負
が
決
ま
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
す
べ
て
自
分
の

責
任
。
野
菜
作
り
も
厳
し
い
で
す
よ
。
他
の
野
菜
は
毎
日
食

卓
に
上
が
り
私
が
ア
オ
ム
シ
に
な
り
そ
う
で
す
。

伊
い と う

藤 玲
れ な

那ちゃん
平成 23年 11月 12日生　挾間町向原

浦
う ら た

田 はつねちゃん
平成 24年 11月 19日生　湯布院町川上

大
お お く ま

隈 陽
ひ な

菜ちゃん
平成 25年 11月 27日生　湯布院町中川

江
こ う だ

田 百
も も か

花ちゃん
平成 25年 11月 22日生　挾間町下市

野
の じ り

尻 叶
か な る

琉くん
平成 23年 11月 15日生　挾間町谷

　お誕生日コーナーへの掲載を希望される保護者の方
は、事前に総務課（☎097–582–1111 内線208）へ電
話でお申し込みください。対象は３歳以下で、市報ゆ
ふのお誕生日コーナーに掲載されたことがない方とし
ます（先着順）。12月生まれの申込締切は11月17日㈪、
１月生まれの申込締切は12月５日㈮です。※１月生
まれの申し込みは通常より締切が早めです。お気をつ
けください。

　虐待を受けたと思われる子どもを見つけたときやご自身が出産や子育てに悩んだと
きには、児童相談所や市町村の窓口へ連絡・相談してください。
児童虐待とは…

身体的虐待 殴る、蹴る、投げ落とす、やけどを負わせる、溺れさせる　など
性 的 虐 待 子どもへの性的行為、性的行為を見せる　など
ネグレクト 家に閉じ込める、食事を与えない、放置する　など
心理的虐待 言葉による脅し、無視、差別的扱い　など

大分県中央児童相談所 ☎097-544-2016
由布市役所　子育て支援課（湯布院庁舎） ☎0977-84-3111（内線301）
地域振興課（庄内庁舎） ☎097-582-1111（内線136）
地域振興課（挾間庁舎） ☎097-583-1111（内線1231）

Happy Birthday

あなたの
生まれた
大切な日

11月は児童虐待防止推進月間 〜あなたの１本の電話で救われる子どもがいます〜

問い
合わせ
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